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帝京大学建学の精神 
 

努力をすべての基とし偏見を排し 

幅広い知識を身につけ 

国際的視野に立って判断ができ 

実学を通して創造力および人間味豊かな 

専門性ある人材の養成を目的とする 

 

 
○帝京大学 ディプロマ・ポリシー 

 帝京大学は、建学の精神に掲げる人材の育成を目的および使命としており、これを達成す

るために「自分流」という教育理念および「実学・国際性・開放性」という具体的な教育指

針を示し、学部学科等において教育目的を定めている。これらの方針の下で、教養教育科目

と専門科目からなる教育課程を編成する。 

 以下の能力を身につけ、所定の教育課程および単位を修めた者に対して学位を授与する。 

１、本学の教養教育の学修目標に掲げる能力を身につけている。 

２、幅広い教養と社会的倫理観、豊かな創造力および人間味を身につけている。 

３、専門分野についての知識・技能を有し、それを用いて社会に貢献する意思を持っている。 

４、異文化を理解し、国際的視野により物事を判断できる素養を持っている。 

５、主体性を持って他者と協働して学び、自他を更に高め合う関係を構築できる。 

 
○帝京大学 カリキュラム・ポリシー 

 帝京大学は、学位授与に要求される能力を修得するために、学部学科等において教養教育

科目および専門科目を体系的・効果的に編成し、講義、演習および実習等を適切に組合せた

授業を開講する。 

 また、教育の質の向上に努めるために、履修に必要な指導等をきめ細かく行う。 

 各科目については、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

１、 教養教育科目においては、帝京大学教養教育ミッションに基づき、生涯学び続ける力の

修得ができる科目編成を行う。 

２、 専門科目においては、学部学科等の専門分野についての主体的な学びを促し、知識・技

能を身につけるための系統的な科目編成を行う。 

３、 教育指針の「実学」に基づき、実践を通して論理的な思考を身につけるための科目編成

を行う。 

４、 教育指針の「国際性」に基づき、異文化理解の学修ができる科目編成を行う。 

５、 教育指針の「開放性」に基づき、学生の視野を広げるため、必要な知識・技能を偏るこ

となく幅広く学ぶことができる科目編成を行う。 



○帝京大学薬学部　教育目的

○帝京大学薬学部　ディプロマ・ポリシー（DP)

○帝京大学薬学部　修得目標（レベル1、２）：卒業時における学修成果（アウトカム）※2022年度入学生より

文文科科省省1100のの資資質質ととのの対対応応 修修得得目目標標：：レレベベルル２２
１．医療人として倫理的問題を認識し、倫理的原則に基づいて医療活動を行うことができる

２．他者の尊厳、人格と背景を尊重し、温かい人間性の下に利他的な観点で、共感的、誠実に
自分の適性を活かして患者、生活者と接することができる

３．自己主導型学習を実践し、学習成果の自己評価を毎年度行い、自己の向上に努めることが
できる

４．自然科学、人文科学、社会科学にわたる幅広い知識の上に医療専門知識の学びを進めるこ
とができる

５．同僚、後輩に対する指導、助言をする

６．グローバル化した社会において、他者と個人、文化、社会的背景を踏まえて傾聴、共感、
受け入れ、支援的態度を示すコミュニケーションを実践する

７．患者、患者家族、医療チームのメンバーとコミュニケーションに基づく信頼関係を築くこ
とができる

８．医療機関におけるチーム医療に参画し、協働して医療活動を行うことができる

９．地域におけるチーム医療に参画し、協働して医療活動を行うことができる

１０．医薬品の調製、管理、供給に必要な基本的な化学的、物理的特性を説明できる

１１．医薬品の調製、管理、供給に必要な分離、分析、同定を行うことができる

１２．製剤の性質を把握し、効果的な薬物送達を目指した製剤設計ができる

１３．処方箋に基づく適切な調剤、医薬品の供給ができる

１４．関連する法令に則り、医薬品の調製・取扱いができる

１５．生命現象、人体の構造を薬学的観点で説明できる

１６．医薬品の生体への影響を科学的に判断することができる

１７．代表的な病原微生物とそれらが原因となる疾患、治療法を説明できる

１８．代表的な疾患と、治療に用いる薬物の適応との関連性を説明できる

１９．医薬品情報に基づき、安全に医薬品を提供し、薬物治療を実践できる

２０．薬物療法に必要な情報を情報源から収集、聴取し、必要に応じて提供できる

２１．適切な処方提案と、薬効と副作用の評価ができる

２２．患者一人ひとりに適した薬物治療を計画、実施、評価できる

２３．医薬品の生体内の挙動を推論できる

２４．エビデンスに基づいた薬物療法を実践できる

２５．科学的な根拠を基盤として環境衛生の保全、食品の衛生管理を実践できる

２６．保健、医療、福祉と介護に必要な人材、施設を理解し、それらと連携できる

２７．地域における疾病予防、健康増進、プライマリケアを実践できる

２８．地域包括ケアにおける在宅医療を実践できる

２９．セルフメディケーションを支援できる

３０．薬学的発見の基礎となる研究の概要を把握できる

３１．科学的研究で明らかになった新しい知見、高度先進医療を説明できる

３２．未知、未解決の薬学的問題あるいは科学的問題を発見し、解決に向けて取り組むことが
できる

３３．海外との交流や文献を通じて、世界的視野に立って薬学、医療における情報を入手し、
研究や実務に活用することができる

EE．．国国民民のの健健康康維維持持とと地地域域医医療療へへのの貢貢献献

地域における保健・医療・福祉の資源を把
握・活用し、地域医療連携を通して、地域住
民の健康維持・増進を支援できる。

２）患者・生活者本位の視点

７）地域の保健・医療におけ
る実践的能力

FF．．科科学学的的探探究究心心

基礎、臨床および社会薬学領域での研究の
意義を理解し、医療における問題点を科学
的・論理的に考え、薬学的視点から問題解
決を推進する姿勢を示すことができる。

８）研究能力

５）基礎的な科学力

BB．．チチーームム医医療療をを通通ししたた患患者者中中心心のの医医療療へへ
のの参参画画

コミュニケーション力により患者、患者の家
族、医療チームのメンバー等と信頼関係を
築き、専門職連携を通して、患者中心の視
点でチーム医療に参画できる。

２）患者・生活者本位の視点

３）コミュニケーション能力

４）チーム医療への参画

CC．．医医薬薬品品のの適適正正なな調調製製とと取取扱扱いい

医薬品の物理的・化学的特性を考慮し、法
規・制度や社会環境等に配慮し、求められ
る医療に必要な医薬品の調製と取扱いを適
正に行うことができる。

５）基礎的な科学力

６）薬物療法における実践的
能力

DD．．薬薬物物治治療療のの実実践践

科学的な根拠の下に医薬品等が生体に及
ぼす影響を理解し、患者個人の背景を尊重
した適切で効果的な薬物治療を実施でき
る。

６）薬物療法における実践的
能力

　薬学部は、建学の精神に則り、高度の専門知識・技能と豊かな人間性を基盤とした実務実践力に加えて、研究心や課題発見・問題解決能
力、自己研鑽能力があり、医療チームや地域社会において信頼される薬剤師として、広く社会に貢献できる人材を育成することを目的とす
る。

　薬学部は、科学の進歩に伴う医療の高度化、少子高齢化社会における地域医療連携と国民の健康維持・増進という観点から、社会や医療
現場の期待に応え、地域住民や個々の患者のニーズに対応できる薬剤師の養成を目指している。卒業時の学習成果（アウトカム）として以
下の修得目標に掲げる能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。

1． 医療人として温かい人間性と高い倫理観を持ち、他者の尊厳や人権等に配慮して誠実に行動し、自己研鑽に努め、プロフェッショナリズムに基づ
　 き行動できる。
2． コミュニケーション力により患者、家族、医療チームのメンバーと信頼関係を築き、連携して、患者中心の視点でチーム医療
     に参画できる。
3． 医薬品の物理的・化学的特性を考慮し、求められる医療に必要な医薬品の調製と取扱いを適正に行うことが
   できる。
4． 科学的根拠の下に医薬品等が生体に及ぼす影響を理解し、適切で効果的な薬物治療を実施できる。
5． 地域における保健・医療・福祉の資源を活用し、地域医療連携を通して、地域住民の健康維持・増進を支援できる。
6． 基礎、臨床および社会薬学領域での研究の意義を理解し、医療における問題点を科学的・論理的に考え、薬学的視点から問題解決を推進する姿勢
   を示すことができる。

修修得得目目標標：：レレベベルル11

AA．．倫倫理理観観ととププロロフフェェッッシショョナナリリズズムム

医療人として温かい人間性と高い倫理観を
持ち、他者の尊厳や人権等に配慮した利他
的な観点で共感的に誠実で素直に行動し、
自己研鑽に努め、あわせて次世代を担う人
材の育成を行うことができる。

１）薬剤師としての心構え

９）自己研鑽

10）教育能力



 

帝帝京京大大学学薬薬学学部部  カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー    
学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で要求される能力を修得するために、薬学部では、学習成

果（アウトカム）基盤型教育の考え方に基づいて、以下の方針でカリキュラムを編成する。 
 
１. 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を基盤として、ディプロマ・ポリシーに掲げられた 6つのア
ウトカムを身につけることを目指す。 

 
２．修得目標レベル 1-A（倫理観とプロフェッショナリズム）は、多様な分野の教科において幅広く取り
上げ、すべての学年を通して醸成する。できる限り実習、討議を加えた学修方法で実施し、求められ

る技能・態度に適した評価方法で評価する。 
 
３．修得目標レベル 1-B（チーム医療を通した患者中心の医療への参画）は、豊かな人間性に基づく信頼
関係を築き、コミュニケーション能力を高めることを目的としており、本学部の特徴として特に重視

する。学年進行に伴った順次性あるらせん型のヒューマニティ・コミュニケーション教育カリキュラ

ムを構築し、医学部・医療技術学部と合同で医療系学部横断型の多職種連携教育( IPE )を実施し、ル
ーブリックを用いたパフォーマンス評価を行う。 

 
４．修得目標レベル 1-C（医薬品の適正な調製と取扱い）、修得目標レベル 1-D（薬物治療の実践）、修得
目標レベル 1-E（国民の健康維持と地域医療への貢献）を中核とした薬学専門教育では、学年進行に伴
った順次性あるらせん型カリキュラムを構築し、科学的根拠に基づいた薬剤師としての能力を効果的

に醸成する。 
入学時から４年次前期に渡り、講義等で幅広い薬学専門知識を身につけ、実習や演習を通して知識

の活用力や問題解決能力を醸成する。修得した知識は客観試験や論述試験で評価し、実習や演習の学

習成果は、技能・態度に適した方法で評価する。４年次後期以降では、統合型演習や実務実習を中心

に、より実践的な学修環境を提供し、知識の評価とパフォーマンス評価を行う。 
 
５．修得目標 1-F（科学的探究心）は、１〜３年次の基礎系薬学実習を基盤として、主に４〜６年次の卒
論実習（卒業研究）を通して醸成する。より深い科学的・論理的な思考力、課題発見・問題解決能力

とともに、能動的に学ぶ姿勢や自己研鑽能力を涵養し、知識の評価とパフォーマンス評価を行う。 
 
６．卒業時に求められる総合的な学習成果については、知識は客観試験や論述試験で、薬剤師としての

実務能力はポートフォリオ等で、卒業研究はルーブリックを用いたパフォーマンス評価でそれぞれ評

価する。 



 

帝帝京京大大学学薬薬学学部部  カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー    
学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で要求される能力を修得するために、薬学部では、学習成

果（アウトカム）基盤型教育の考え方に基づいて、以下の方針でカリキュラムを編成する。 
 
１. 「薬学教育モデル・コアカリキュラム」を基盤として、ディプロマ・ポリシーに掲げられた 6つのア
ウトカムを身につけることを目指す。 

 
２．修得目標レベル 1-A（倫理観とプロフェッショナリズム）は、多様な分野の教科において幅広く取り
上げ、すべての学年を通して醸成する。できる限り実習、討議を加えた学修方法で実施し、求められ

る技能・態度に適した評価方法で評価する。 
 
３．修得目標レベル 1-B（チーム医療を通した患者中心の医療への参画）は、豊かな人間性に基づく信頼
関係を築き、コミュニケーション能力を高めることを目的としており、本学部の特徴として特に重視

する。学年進行に伴った順次性あるらせん型のヒューマニティ・コミュニケーション教育カリキュラ

ムを構築し、医学部・医療技術学部と合同で医療系学部横断型の多職種連携教育( IPE )を実施し、ル
ーブリックを用いたパフォーマンス評価を行う。 

 
４．修得目標レベル 1-C（医薬品の適正な調製と取扱い）、修得目標レベル 1-D（薬物治療の実践）、修得
目標レベル 1-E（国民の健康維持と地域医療への貢献）を中核とした薬学専門教育では、学年進行に伴
った順次性あるらせん型カリキュラムを構築し、科学的根拠に基づいた薬剤師としての能力を効果的

に醸成する。 
入学時から４年次前期に渡り、講義等で幅広い薬学専門知識を身につけ、実習や演習を通して知識

の活用力や問題解決能力を醸成する。修得した知識は客観試験や論述試験で評価し、実習や演習の学

習成果は、技能・態度に適した方法で評価する。４年次後期以降では、統合型演習や実務実習を中心

に、より実践的な学修環境を提供し、知識の評価とパフォーマンス評価を行う。 
 
５．修得目標 1-F（科学的探究心）は、１〜３年次の基礎系薬学実習を基盤として、主に４〜６年次の卒
論実習（卒業研究）を通して醸成する。より深い科学的・論理的な思考力、課題発見・問題解決能力

とともに、能動的に学ぶ姿勢や自己研鑽能力を涵養し、知識の評価とパフォーマンス評価を行う。 
 
６．卒業時に求められる総合的な学習成果については、知識は客観試験や論述試験で、薬剤師としての

実務能力はポートフォリオ等で、卒業研究はルーブリックを用いたパフォーマンス評価でそれぞれ評

価する。 

授授業業科科目目とと単単位位数数

2017年度入学生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2018年度入学生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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2020年度入学生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2021年度入学生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2022年度入学生　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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授業科目のつながり－2022年度入学生－　・・・・・・・・・・・・・・・

学学習習成成果果（（アアウウトトカカムム））基基盤盤型型教教育育ににつついいてて

薬学部の学習成果（アウトカム）基盤型教育について　・・・・・・・・・

カリキュラム・マップ－2022年度入学生－　・・・・・・

カリキュラム・ツリー－2022年度入学生－　・・・・・・・・・・・

履履修修ににつついいてて

授業および時間割～国家試験・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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2022年度 1年生薬学部時間割（前期・後期）　・・・・・・・・・・・・・

2022年度 2年生薬学部時間割（前期・後期）　・・・・・・・・・・・・・
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【2017年度入学生】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】くすりを理解するための有機化学 2 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 2 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】医療界の男女共同参画社会の構築とキャリアデザイン 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 小計 標準単位 9

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 小計 標準単位 16 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】プレホスピタルケア概論 1 1 半期 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】夢のDDS 1 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習２ 1 3 通年

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

【選・必】英語演習 2 1 半期 衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学統合演習１ 6 4 後

【選・必】アカデミック・イングリッシュ 2 1 半期 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習２ 6 6 前

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 保健衛生学 1.5 4 前 小計 標準単位 19.5

【選・必】研究倫理 2 1 半期 衛生薬学特論 1 4 後

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 小計 標準単位 10 薬学実習１ 1 1 前

小計 標準単位 12.5 薬学実習２ 1.5 1 後

医学概論 ☆ 1.5 1 前 薬学実習３ 1 2 前

薬学専門科目 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習５ 1 3 前

薬学への招待２ 1.5 1 後 薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

小計 標準単位 3 病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習８ 1.5 4 前

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

薬学数学 ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習１０ 3 4 後

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 4 後

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 5 通年

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 薬物治療学２ 1.5 4 前 6 前

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 薬物治療学３ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 薬物治療学４ 1.5 4 前

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 小計 標準単位 21

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後

基礎薬学特論１ 1 4 後

小計 標準単位 16

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修

標準総単位 188
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【2018年度入学生】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】くすりを理解するための有機化学 2 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 2 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】医療界の男女共同参画社会の構築とキャリアデザイン 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 【選】病院カンファレンス臨床学習 1 3 通年

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前 小計 標準単位 9

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 小計 標準単位 16 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】プレホスピタルケア概論 1 1 半期 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】夢のDDS 1 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 語学演習２ 1 3 通年

【選・必】アカデミック・イングリッシュ 2 1 半期 衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習１ 6 4 後

【選・必】研究倫理 2 1 半期 保健衛生学 1.5 4 前 薬学統合演習２ 6 6 前

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 衛生薬学特論 1 4 後 小計 標準単位 19.5

小計 標準単位 12.5 小計 標準単位 10

薬学実習１ 1 1 前

薬学専門科目 医学概論 ☆ 1.5 1 後 薬学実習２ 1.5 1 後

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習３ 1 2 前

薬学への招待２ 1.5 1 後 薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

小計 標準単位 3 薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習５ 1 3 前

病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

薬学数学 ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習８ 1.5 4 前

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実習１０ 3 4 後

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 4 後

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 薬物治療学２ 1.5 4 前 5 通年

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 薬物治療学３ 1.5 4 前 6 前

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 薬物治療学４ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後 小計 標準単位 21

基礎薬学特論１ 1 4 後

小計 標準単位 16

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修
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【2019年度入学生～】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 1 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】医療界のワーク・ライフ学 1 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 【選】病院カンファレンス臨床学習 1 3 通年

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前 小計 標準単位 9

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎生物学 ☆ 1.5 1 前

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】プレホスピタルケア概論 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】夢の薬物送達システム（DDS） 1 1 半期 小計 標準単位 17.5 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】アカデミック・イングリッシュ 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習２ 1 3 通年

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学統合演習１ 6 4 後

【選・必】多文化社会論 2 1 半期 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習２ 6 6 前

【選・必】音楽 2 1 半期 保健衛生学 1.5 4 前 小計 標準単位 19.5

小計 標準単位 12.5 衛生薬学特論 1 4 後

小計 標準単位 10 薬学実習１ 1 1 前

薬学専門科目 薬学実習２ 1.5 1 後

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 医学概論 ☆ 1.5 1 後 薬学実習３ 1 2 前

薬学への招待２ 1.5 1 後 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

小計 標準単位 3 薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習５ 1 3 前

薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

薬学数学１ ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習８ 1.5 4 前

薬学数学２ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習１０ 3 4 後

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 4 後

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 薬物治療学入門 ☆ 1 1 後 5 通年

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 6 前

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 薬物治療学２ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 薬物治療学３ 1.5 4 前

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後 薬物治療学４ 1.5 4 前

基礎薬学特論１ 1 4 後 小計 標準単位 22

小計 標準単位 18

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修
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【2021年度入学生】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 1 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】医療界のワーク・ライフ学 1 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 【選】病院カンファレンス臨床学習 1 3 通年

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前 小計 標準単位 9

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎生物学 ☆ 1.5 1 前

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】夢の薬物送達システム（DDS） 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 小計 標準単位 17.5 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】アカデミック・イングリッシュ 2 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習２ 1 3 通年

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

【選・必】多文化社会論 2 1 半期 衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学統合演習１ 6 4 後

【選・必】音楽 2 1 半期 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習２ 6 6 前

小計 標準単位 12.5 保健衛生学 1.5 4 前 小計 標準単位 19.5

衛生薬学特論 1 4 後

薬学専門科目 小計 標準単位 10 薬学実習１ 1 1 前

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 薬学実習２ 1.5 1 後

薬学への招待２ 1.5 1 後 医学概論 ☆ 1.5 1 後 薬学実習３ 1 2 前

小計 標準単位 3 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習５ 1 3 前

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

薬学数学１ ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

薬学数学２ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習８ 1.5 4 前

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習１０ 3 4 後

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 4 後

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 薬物治療学入門 ☆ 1 1 後 5 通年

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 6 前

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 薬物治療学２ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後 薬物治療学３ 1.5 4 前

基礎薬学特論１ 1 4 後 薬物治療学４ 1.5 4 前

小計 標準単位 18 小計 標準単位 22

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修
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【2021年度入学生】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 1 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】医療界のワーク・ライフ学 1 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 【選】病院カンファレンス臨床学習 1 3 通年

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前 小計 標準単位 9

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎生物学 ☆ 1.5 1 前

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】夢の薬物送達システム（DDS） 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 小計 標準単位 17.5 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】アカデミック・イングリッシュ 2 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習２ 1 3 通年

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

【選・必】多文化社会論 2 1 半期 衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学統合演習１ 6 4 後

【選・必】音楽 2 1 半期 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習２ 6 6 前

小計 標準単位 12.5 保健衛生学 1.5 4 前 小計 標準単位 19.5

衛生薬学特論 1 4 後

薬学専門科目 小計 標準単位 10 薬学実習１ 1 1 前

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 薬学実習２ 1.5 1 後

薬学への招待２ 1.5 1 後 医学概論 ☆ 1.5 1 後 薬学実習３ 1 2 前

小計 標準単位 3 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習５ 1 3 前

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

薬学数学１ ☆ 1.5 1 前 病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

薬学数学２ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習８ 1.5 4 前

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習１０ 3 4 後

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 4 後

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 薬物治療学入門 ☆ 1 1 後 5 通年

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 6 前

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 薬物治療学２ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後 薬物治療学３ 1.5 4 前

基礎薬学特論１ 1 4 後 薬物治療学４ 1.5 4 前

小計 標準単位 18 小計 標準単位 22

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修
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【2022年度入学生】

共通教育科目 薬学専門科目 薬学専門科目

区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期 区分 授業科目 単位 学年 学期

情報リテラシー 1.5 1 前 基礎化学 ☆ 1.5 1 前 物理薬剤学 ☆ 1.5 2 前

生命倫理 ☆ 1.5 1 前 有機化学１ ☆ 1.5 1 後 製剤学１ ☆ 1.5 2 前

医療社会学 1.5 1 後 有機化学２ ☆ 1.5 2 前 製剤学２ ☆ 1.5 2 後

ヒューマンコミュニケーション ☆ 2 1 通年 有機化学３ ☆ 1.5 2 後 生物薬剤学 ☆ 1.5 3 前

英語 2 1 通年 有機化学４ ☆ 1.5 3 前 薬物動態学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療統計学 2 1 半期 医薬品化学１ ☆ 1.5 3 後 調剤学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】ヘルスケアエデュケーション 2 1 半期 医薬品化学２ 1.5 4 前 医薬品情報学 ☆ 1.5 3 後

【選・必】医療心理学 2 1 半期 生薬学・天然物化学 ☆ 1.5 3 後 薬学統計学 ☆ 1.5 3 前

【選・必】臨床心理学 2 1 半期 漢方医学概論 1.5 4 前 薬物動態制御学 1.5 4 通年

【選・必】社会と医療 2 1 半期 基礎薬学特論２ 1 4 後 薬事関係法規・制度 1.5 4 前

【選・必】医療とボランティア 2 1 半期 小計 標準単位 15 医薬品安全性学 1.5 4 前

【選・必】医療経済学 2 1 半期 地域医療論 1.5 4 前

【選・必】基礎医療法学 2 1 半期 生命科学１ ☆ 1.5 1 前 小計 標準単位 18

【選・必】日本国憲法 2 1 半期 生命科学２ ☆ 1.5 1 後

【選・必】TOEIC対策英語 2 1 半期 生化学１ ☆ 1.5 2 前 薬学最前線 1 5 ＊

【選・必】生命と物質のサイエンス 2 1 半期 生化学２ ☆ 1.5 2 後 薬学総合講義１ 2 6 前

【選・必】チーム医療論 1 1 半期 感染免疫学 ☆ 1.5 3 前 薬学総合講義２ 2 6 前

【選・必】医療界のワーク・ライフ学 1 1 半期 分子生物学 ☆ 1.5 3 後 薬学総合講義３ 2 6 前

【選・必】コンタクトレンズの基礎 1 1 半期 機能形態学 ☆ 1.5 1 前 薬学総合講義４ 2 6 後

【選・必】医療数理科学入門 2 1 半期 生理学１ ☆ 1.5 1 後 【選】病院カンファレンス臨床学習 1 3 通年

【選・必】地域健康管理学入門 2 1 半期 生理学２ ☆ 1.5 2 前 小計 標準単位 9

【選・必】新薬発見のケーススタディー 1 1 半期 基礎生物学 ☆ 1.5 1 前

【選・必】災害からの復活と公衆衛生 2 1 半期 薬科生物学 ☆ 1.5 1 後 医療コミュニケーション１ 1 2 前

【選・必】夢の薬物送達システム（DDS） 1 1 半期 基礎薬学特論３ 1 4 後 医療コミュニケーション２ 1 3 後

【選・必】世界に羽ばたく医療人 2 1 半期 小計 標準単位 17.5 医療コミュニケーション３ 1 4 前

【選・必】グラフィック基礎 2 1 半期 医療コミュニケーション４ 1 5 ＊

【選・必】イングリッシュ・コミュニケーション 2 1 半期 エコサイエンス ☆ 1.5 2 後 語学演習１ 1 2 通年

【選・必】ヘルス・コミュニケーション 2 1 半期 栄養化学 ☆ 1.5 2 後 語学演習２ 1 3 通年

小計 標準単位 12.5 環境衛生学 ☆ 1.5 3 前 薬学演習 1.5 4 通年

衛生化学 ☆ 1.5 3 前 薬学統合演習１ 6 4 後

薬学専門科目 毒性学 ☆ 1.5 3 後 薬学統合演習２ 6 6 前

薬学への招待１ ☆ 1.5 1 前 保健衛生学 1.5 4 前 小計 標準単位 19.5

薬学への招待２ 1.5 1 後 衛生薬学特論 1 4 後

小計 標準単位 3 小計 標準単位 10 薬学実習１ 1 1 前

薬学実習２ 1.5 1 後

基礎物理化学 ☆ 1.5 1 前 医学概論 ☆ 1.5 1 後 薬学実習３ 1 2 前

薬学数学１ ☆ 1.5 1 前 薬理学１ ☆ 1.5 2 前 薬学実習４ 1.5 2 後

薬学数学２ ☆ 1.5 1 後 薬理学２ ☆ 1.5 2 前 薬学実習５ 1 3 前

物理化学１ ☆ 1.5 1 後 薬理学３ ☆ 1.5 2 後 薬学実習６ 1 3 前

物理化学２ ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学１ ☆ 1.5 2 後 薬学実習７ 1.5 3 後

物理化学３ ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学２ ☆ 1.5 2 後 薬学実習８ 1.5 4 前

薬品分析化学 ☆ 1.5 1 後 病態・薬理学３ ☆ 1.5 3 前 薬学実習９ 1.5 4 前

応用分析化学 ☆ 1.5 2 前 病態・薬理学４ ☆ 1.5 3 前 薬学実習１０ 3 4 後

機器分析学 ☆ 1.5 2 後 病態・薬理学５ ☆ 1.5 3 後 薬学実務実習（病院・薬局） 20 5 ＊

臨床分析学 ☆ 1.5 3 前 病態・薬理学６ ☆ 1.5 3 後 4 後

放射薬品学 ☆ 1.5 3 後 薬物治療学入門 ☆ 1 1 後 5 通年

基礎薬学特論１ 1 4 後 薬物治療学１ ☆ 1.5 3 後 6 前

小計 標準単位 18 薬物治療学２ 1.5 4 前 小計 標準単位 48.5

薬物治療学３ 1.5 4 前

薬物治療学４ 1.5 4 前

小計 標準単位 22

＊印：５年次１〜４期のいずれかで履修

☆印：学年末総合評価試験対象科目

【選・必】 共通教育科目は４単位必修
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学習成果（アウトカム）基盤型
教育について



 

薬学部の学習成果（アウトカム）基盤型教育について 

 

薬学部では「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」を実施するにあたり、学習成果（アウトカム）

基盤型教育を導入しています。 

１．学習成果（アウトカム）基盤型教育におけるディプロマ・ポリシー  

学習成果（アウトカム）基盤型教育とは、卒業時までに学生諸君がどのような能力を身に付ける必要

があるかをディプロマ・ポリシーに明示し、その能力を引き出すために各学年、各授業の学修目標を立

ててゆく教育方法です。 
１）アウトカム：学習成果を意味します。従来通りの学修目標として位置付け、帝京大学薬学部の学生

が卒業時に身につけていなければならない能力という意味で使います。本学部では、後述する修得目

標レベル 1と同じものです。 
２）修得目標：ディプロマ・ポリシーに示した 6 つのアウトカム (A～F) を修得目標レベル 1 と位置
付けます。この修得目標レベル 1は、文部科学省が提示した「薬剤師として求められる基本的な 10
の資質」の内容をすべて含んでおり、薬学教育モデル・コア・カリキュラムの内容を網羅して 6つに
まとめました。6つの修得目標レベル 1は、それぞれが大きな概念で包括的な表現のため、この修得
目標レベル 1 に到達するために、いくつかの具体的に評価可能な目標に分割したものが修得目標レ
ベル 2（No.1～33）です。 

 ３）修得目標レベル１、修得目標レベル２と SBOs(Specific Behavioral Objectives；到達目標)の関係 

修得目標レベル１の「D．薬物療法の実践」を例に挙げて具体的に説明します。「D．薬物療法の実
践」は、「科学的な根拠の下に医薬品等が生体に及ぼす影響を理解し、適切で効果的な薬物治療を実

施する。」ことを卒業時に求めています。そこで、この能力が身についているかどうか判断するため

にこの修得目標レベル１の Dでは、具体的な 10の修得目標レベル 2 (No.15～24) を設定しました。
この修得目標レベル 2のそれぞれについて「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」に記載された複
数の SBOsが対応しています。 
【表１「D．薬物療法の実践」の 10の修得目標レベル 2とそれぞれに含まれる SBOsの数】 

修得目標レベル 2 SBOs数 

15 生命現象、人体の構造を薬学的観点で説明できる。 123 

16 医薬品の生体への影響を科学的に判断することができる。 72 

17 代表的な病原微生物とそれらが原因となる疾患、治療法を説明できる。 50 

18 代表的な疾患と、治療に用いる薬物の適応との関連性を説明できる。 135 

19 医薬品情報に基づき、安全に医薬品を提供し、薬物治療を実践できる。 35 

20 薬物療法に必要な情報を情報源から収集、聴取し、必要に応じて提供できる。 58 

21 適切な処方提案と、薬効と副作用の評価ができる。 28 

22 患者一人ひとりに適した薬物療法を計画・実施・評価できる。 17 

23 医薬品の生体内の挙動を推論できる。 40 

24 エビデンスに基づいた薬物療法を実践できる。 27 
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薬学部の学習成果（アウトカム）基盤型教育について 

 

薬学部では「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」を実施するにあたり、学習成果（アウトカム）

基盤型教育を導入しています。 

１．学習成果（アウトカム）基盤型教育におけるディプロマ・ポリシー  

学習成果（アウトカム）基盤型教育とは、卒業時までに学生諸君がどのような能力を身に付ける必要

があるかをディプロマ・ポリシーに明示し、その能力を引き出すために各学年、各授業の学修目標を立

ててゆく教育方法です。 
１）アウトカム：学習成果を意味します。従来通りの学修目標として位置付け、帝京大学薬学部の学生

が卒業時に身につけていなければならない能力という意味で使います。本学部では、後述する修得目

標レベル 1と同じものです。 
２）修得目標：ディプロマ・ポリシーに示した 6 つのアウトカム (A～F) を修得目標レベル 1 と位置
付けます。この修得目標レベル 1は、文部科学省が提示した「薬剤師として求められる基本的な 10
の資質」の内容をすべて含んでおり、薬学教育モデル・コア・カリキュラムの内容を網羅して 6つに
まとめました。6つの修得目標レベル 1は、それぞれが大きな概念で包括的な表現のため、この修得
目標レベル 1 に到達するために、いくつかの具体的に評価可能な目標に分割したものが修得目標レ
ベル 2（No.1～33）です。 

 ３）修得目標レベル１、修得目標レベル２と SBOs(Specific Behavioral Objectives；到達目標)の関係 

修得目標レベル１の「D．薬物療法の実践」を例に挙げて具体的に説明します。「D．薬物療法の実
践」は、「科学的な根拠の下に医薬品等が生体に及ぼす影響を理解し、適切で効果的な薬物治療を実

施する。」ことを卒業時に求めています。そこで、この能力が身についているかどうか判断するため

にこの修得目標レベル１の Dでは、具体的な 10の修得目標レベル 2 (No.15～24) を設定しました。
この修得目標レベル 2のそれぞれについて「薬学教育モデル・コア・カリキュラム」に記載された複
数の SBOsが対応しています。 
【表１「D．薬物療法の実践」の 10の修得目標レベル 2とそれぞれに含まれる SBOsの数】 

修得目標レベル 2 SBOs数 

15 生命現象、人体の構造を薬学的観点で説明できる。 123 

16 医薬品の生体への影響を科学的に判断することができる。 72 

17 代表的な病原微生物とそれらが原因となる疾患、治療法を説明できる。 50 

18 代表的な疾患と、治療に用いる薬物の適応との関連性を説明できる。 135 

19 医薬品情報に基づき、安全に医薬品を提供し、薬物治療を実践できる。 35 

20 薬物療法に必要な情報を情報源から収集、聴取し、必要に応じて提供できる。 58 

21 適切な処方提案と、薬効と副作用の評価ができる。 28 

22 患者一人ひとりに適した薬物療法を計画・実施・評価できる。 17 

23 医薬品の生体内の挙動を推論できる。 40 

24 エビデンスに基づいた薬物療法を実践できる。 27 

 

 

 

２．カリキュラム・マップ 

 各学年で学ぶ科目のシラバスの「授業計画」の欄には、「項目」、「内容」に対応して「コアカリ番号」

が記載されています。このコアカリ番号に対応する SBOsは、前述の通り、それぞれの修得目標レベル 2
を経由して 6 つの修得目標レベル 1 のどれかに繋がっています。カリキュラム・マップとは、その科目
で取り上げる内容がどのような修得目標レベル 1（アウトカム）に繋がっているかを示す表であり、非常
に重要な情報です。 
             【表２ １年生のカリキュラム・マップ】 

 
表２の１行目の修得目標レベル 1欄は、Aから Fまでの修得目標レベル１を示しています。２行目
には 1から 33までの修得目標レベル 2を番号で表示しています。この表から、修得目標レベル 1には
どの修得目標レベル 2 が含まれ、それぞれの修得目標レベル 2 はどの科目で学ぶことになるかが示さ
れています。科目のシラバスに記載されているコアカリ番号を見れば、それに対応する SBOs がどの
修得目標レベル 2を経由して、どの修得目標レベル 1に到達するのかがわかります。 

  例えば、表２の 1 行目の共通科目「情報リテラシー」では、〇印についている修得目標レベル 2 の
19と 20を講義内容として取り上げ、それらは修得目標レベル 1の「D．薬物療法の実践」に繋がって
ゆくことがわかります。ここには代表的なもののみに○印が付いていますが、学びを進める過程で他の

修得目標レベル 1にも広く繋がっていることを実感しながら学んでください。 
３．カリキュラム・ツリー 

修得目標レベル 1（アウトカム）は６年間かけて達成するものです。同じような科目名の場合、進級
しても関連性があると容易に想像できますが、薬学の学問体系はとても広い分野の科目が集まって構

成されているため、科目名だけでは６年間の繋がりがわかりません。そこで６年間の科目の繋がりを修

得目標レベル 1ごとにまとめたものが、カリキュラム・ツリーです。 
ほとんどの科目は半年単位での実施が原則ですが、カリキュラム・マップ、カリキュラム・ツリーを

よく理解することにより、今、受けている授業が次の学年の学修、実務実習、卒業時の修得目標レベル

1（アウトカム）にどのように繋がるかを理解することで繰り返し学ぶ意識を持つことが最も重要です。 

A B C D E F

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33
科目区分 科目名 区分 年次
共通教育 情報リテラシー 必修 1 〇 〇 〇
共通教育 生命倫理 必修 1 〇 〇
共通教育 医療社会学 必修 1 〇 〇 〇
共通教育 ヒューマンコミュニケーション 必修 1 〇 〇
共通教育 英語 必修 1 〇 〇
薬学専門 薬学への招待１ 必修 1 〇 〇 〇
薬学専門 薬学への招待２ 必修 1 〇 〇 〇 〇
薬学専門 基礎物理化学 必修 1 〇 〇 〇
薬学専門 薬学数学１ 必修 1 〇 〇
薬学専門 薬学数学２ 必修 1 〇
薬学専門 物理化学１ 必修 1 〇
薬学専門 薬品分析化学 必修 1 〇
薬学専門 基礎化学 必修 1 〇 〇
薬学専門 有機化学１ 必修 1 〇
薬学専門 生命科学１ 必修 1 〇
薬学専門 生命科学２ 必修 1 〇
薬学専門 機能形態学 必修 1 〇
薬学専門 生理学１ 必修 1 〇
薬学専門 基礎生物学 必修 1 〇 〇
薬学専門 薬科生物学 必修 1 〇 〇
薬学専門 医学概論 必修 1 〇 〇
薬学専門 薬物治療学入門 必修 1 〇
薬学専門 薬学実習１ 必修 1 〇
薬学専門 薬学実習２ 必修 1 〇 〇

修得目標レベル1（アウトカム）

修得目標レベル2　

チーム医療を通
した患者中心の
医療への参画

倫理観とプロフェッショ
ナリズム

医薬品の適正な調
製と取扱い

薬物治療の実践 国民の健康維持と地
域医療への貢献

科学的探究心
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33

科
目
区
分

科
目
名

必
修
選
択

配
当
年
次

共
通
教
育
科
目

情
報
ﾘﾃ
ﾗｼ
ｰ

必
修

1年
〇

〇
〇

共
通
教
育
科
目

生
命
倫
理

必
修

1年
〇

〇

共
通
教
育
科
目

医
療
社
会
学

必
修

1年
〇

〇
〇

共
通
教
育
科
目

ﾋｭ
ｰﾏ
ﾝｺ
ﾐｭ
ﾆｹ
ｰｼ
ｮﾝ

必
修

1年
〇

〇

共
通
教
育
科
目

英
語

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

薬
学
へ
の
招
待
1

必
修

1年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
へ
の
招
待
2

必
修

1年
〇

〇
〇

〇

専
門
科
目

基
礎
物
理
化
学

必
修

1年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
数
学
1

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

薬
学
数
学
2

必
修

1年
〇

専
門
科
目

物
理
化
学
1

必
修

1年
〇

専
門
科
目

薬
品
分
析
化
学

必
修

1年
〇

専
門
科
目

基
礎
化
学

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

有
機
化
学
1

必
修

1年
〇

専
門
科
目

生
命
科
学
1

必
修

1年
〇

専
門
科
目

生
命
科
学
2

必
修

1年
〇

専
門
科
目

機
能
形
態
学

必
修

1年
〇

専
門
科
目

生
理
学
1

必
修

1年
〇

専
門
科
目

基
礎
生
物
学

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

薬
科
生
物
学

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

医
学
概
論

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

薬
物
治
療
学
入
門

必
修

1年
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
1

必
修

1年
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
2

必
修

1年
〇

〇

専
門
科
目

物
理
化
学
2

必
修

2年
〇

専
門
科
目

物
理
化
学
3

必
修

2年
〇

〇

専
門
科
目

応
用
分
析
化
学

必
修

2年
〇

〇

専
門
科
目

機
器
分
析
学

必
修

2年
〇

専
門
科
目

有
機
化
学
2

必
修

2年
〇

専
門
科
目

有
機
化
学
3

必
修

2年
〇

専
門
科
目

生
化
学
1

必
修

2年
〇

専
門
科
目

生
化
学
2

必
修

2年
〇

専
門
科
目

生
理
学
2

必
修

2年
〇

専
門
科
目

ｴｺ
ｻｲ
ｴﾝ
ｽ

必
修

2年
〇

専
門
科
目

栄
養
化
学

必
修

2年
〇

専
門
科
目

薬
理
学
1

必
修

2年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
理
学
2

必
修

2年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
理
学
3

必
修

2年
〇

〇
〇

〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
1

必
修

2年
〇

〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
2

必
修

2年
〇

〇

専
門
科
目

物
理
薬
剤
学

必
修

2年
〇

専
門
科
目

製
剤
学
1

必
修

2年
〇

〇

専
門
科
目

製
剤
学
2

必
修

2年
〇

専
門
科
目

医
療
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ1

必
修

2年
〇

〇
〇

専
門
科
目

語
学
演
習
1

必
修

2年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
3

必
修

2年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
4

必
修

2年
〇

〇
〇

〇
〇

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

E:
国
民
の
健
康
維
持
と地

域
医
療
へ
の
貢
献

F:
科
学
的
探
究
心

修
得
目
標
　レ

ベ
ル
1・
・A
～
Ｆ
　レ

ベ
ル
2・
・1
～
33

　　
学
修
成
果
の
4要

素
（
知
識
・理

解
、汎

用
的
技
能
、態

度
・志

向
性
、統

合
的
な
学
習
経
験
と創

造
的
思
考
力
）

A:
倫
理
観
とプ

ロフ
ェッ
シ
ョナ

リズ
ム

B:
チ
ー
ム
医
療
を通

した
患
者
中
心
の
医

療
へ
の
参
画

C:
医
薬
品
の
適
正
な
調
製
と取

扱
い

D:
薬
物
治
療
の
実
践
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33

科
目
区
分

科
目
名

必
修
選
択

配
当
年
次

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

E:
国
民
の
健
康
維
持
と地

域
医
療
へ
の
貢
献

F:
科
学
的
探
究
心

修
得
目
標
　レ

ベ
ル
1・
・A
～
Ｆ
　レ

ベ
ル
2・
・1
～
33

　　
学
修
成
果
の
4要

素
（
知
識
・理

解
、汎

用
的
技
能
、態

度
・志

向
性
、統

合
的
な
学
習
経
験
と創

造
的
思
考
力
）

A:
倫
理
観
とプ

ロフ
ェッ
シ
ョナ

リズ
ム

B:
チ
ー
ム
医
療
を通

した
患
者
中
心
の
医

療
へ
の
参
画

C:
医
薬
品
の
適
正
な
調
製
と取

扱
い

D:
薬
物
治
療
の
実
践

専
門
科
目

臨
床
分
析
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

放
射
薬
品
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

有
機
化
学
4

必
修

3年
〇

専
門
科
目

医
薬
品
化
学
1

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

生
薬
学
天
然
物
化
学

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

感
染
免
疫
学

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

分
子
生
物
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

環
境
衛
生
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

衛
生
化
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

毒
性
学

必
修

3年
〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
3

必
修

3年
〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
4

必
修

3年
〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
5

必
修

3年
〇

専
門
科
目

病
態
薬
理
学
6

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

薬
物
治
療
学
1

必
修

3年
〇

専
門
科
目

生
物
薬
剤
学

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

薬
物
動
態
学

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

調
剤
学

必
修

3年
〇

〇
〇

〇
〇

専
門
科
目

医
薬
品
情
報
学

必
修

3年
〇

〇
〇

〇

専
門
科
目

薬
学
統
計
学

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

医
療
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ2

必
修

3年
〇

〇
〇

〇

専
門
科
目

語
学
演
習
2

必
修

3年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
5

必
修

3年
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
6

必
修

3年
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
7

必
修

3年
〇

〇

専
門
科
目

病
院
ｶﾝ
ﾌｧ
ﾚﾝ
ｽ臨

床
学
習

選
択

3年
〇

〇

専
門
科
目

基
礎
薬
学
特
論
1

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

医
薬
品
化
学
2

必
修

4年
〇

〇

専
門
科
目

漢
方
医
学
概
論

必
修

4年
〇

専
門
科
目

基
礎
薬
学
特
論
2

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

基
礎
薬
学
特
論
3

必
修

4年
〇

〇

専
門
科
目

保
健
衛
生
学

必
修

4年
〇

専
門
科
目

衛
生
薬
学
特
論

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
物
治
療
学
2

必
修

4年
〇

専
門
科
目

薬
物
治
療
学
3

必
修

4年
〇

専
門
科
目

薬
物
治
療
学
4

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
物
動
態
制
御
学

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
事
関
係
法
規
制
度

必
修

4年
〇

専
門
科
目

医
薬
品
安
全
性
学

必
修

4年
〇

〇

専
門
科
目

地
域
医
療
論

必
修

4年
〇

〇
〇

〇
〇

専
門
科
目

医
療
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ3

必
修

4年
〇

〇
〇

〇

専
門
科
目

薬
学
演
習

必
修

4年
〇

専
門
科
目

薬
学
統
合
演
習
1

必
修

4年
〇

〇
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
8

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
9

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
習
10

必
修

4年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
最
前
線

必
修

5年
〇

〇
〇

専
門
科
目

医
療
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ4

必
修

5年
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
実
務
実
習
(病

院
薬
局
)

必
修

5年
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

専
門
科
目

薬
学
総
合
講
義
1

必
修

6年
〇

専
門
科
目

薬
学
総
合
講
義
2

必
修

6年
〇

専
門
科
目

薬
学
総
合
講
義
3

必
修

6年
〇

専
門
科
目

薬
学
総
合
講
義
4

必
修

6年
〇

専
門
科
目

薬
学
統
合
演
習
2

必
修

6年
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

専
門
科
目

卒
論
実
習

必
修

45
6年

〇
〇

〇
〇

〇
〇
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

知
識
・

理
解

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

統
合
的
な

学
習
経
験
と

創
造
的
思
考
力

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

知
識
・

理
解

態
度
・

志
向
性

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

知
識
・理

解
汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

汎
用
的

技
能

態
度
・

志
向
性

科
目
区
分

科
目
名

必
修

選
択

配
当

年
次

基
礎
分
野

医
療
統
計
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

ﾍﾙ
ｽｹ
ｱｴ
ﾃﾞ
ｭｹ
ｰｼ
ｮﾝ

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

医
療
心
理
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

臨
床
心
理
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

社
会
と医

療
選
択

1年
〇

基
礎
分
野

医
療
とﾎ
ﾞﾗ
ﾝﾃ
ｨｱ

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

医
療
経
済
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

基
礎
医
療
法
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

日
本
国
憲
法

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

TO
EI
C対

策
英
語

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

生
命
と物

質
の
ｻｲ
ｴﾝ
ｽ

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

選
択

1年
〇

〇
〇

基
礎
分
野

医
療
界
の
ﾜｰ
ｸﾗ
ｲﾌ
学

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

ｺﾝ
ﾀｸ
ﾄﾚ
ﾝｽ
ﾞの

基
礎

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

医
療
数
理
科
学
入
門

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

地
域
健
康
管
理
学
入
門

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

新
薬
発
見
の
ｹｰ
ｽｽ
ﾀﾃ
ﾞｨ
ｰ

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

災
害
か
らの

復
活
と公

衆
衛
生

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

夢
の
薬
物
送
達
ｼｽ
ﾃﾑ
(D
DS

)
選
択

1年
〇

基
礎
分
野

世
界
に
羽
ば
た
く医

療
人

選
択

1年
〇

〇

基
礎
分
野

ｸﾞ
ﾗﾌ
ｨｯ
ｸ基

礎
選
択

1年
〇

基
礎
分
野

ｱｶ
ﾃﾞ
ﾐｯ
ｸｲ
ﾝｸ
ﾞﾘ
ｯｼ
ｭ

選
択

1年
〇

〇

基
礎
分
野

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

選
択

1年
〇

〇

基
礎
分
野

ﾍﾙ
ｽｺ
ﾐｭ
ﾆｹ
ｰｼ
ｮﾝ

選
択

1年
〇

基
礎
分
野

多
文
化
社
会
論

選
択

1年
〇

F.口
頭
・書

面
に

よ
る
コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン
・プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
の
能

力
を
有
す
る

J.
問
題
を
発
見

し、
解
決
に
必
要

な
情
報
を
収
集
・

分
析
・整

理
す
る

こと
で
解
決
で
き

る

G.
海
外
との

交
流
を
積
極
的
に

行
う姿

勢
を
有
す

る

I.実
社
会
の
出

来
事
に
つ
い
て
自

ら学
び
、吸

収
す

る
こと

が
で
き
る

D.
多
様
な
情
報

を
収
集
・分

析
し

て
適
正
に
判
断

し、
効
果
的
に
活

用
で
き
る

N.
獲
得
した

資
質
・能

力
を
総
合

的
に
活
用
し、

自
ら

が
立
て
た
課
題
に

それ
らを

適
用
す
る

こと
で
解
決
す
る
こ

とが
で
き
る

N.
獲
得
した

資
質
・能

力
を
総
合

的
に
活
用
し、

自
ら

が
立
て
た
課
題
に

それ
らを

適
用
す
る

こと
で
解
決
す
る
こ

とが
で
き
る

B.
修
得
した

知
識
・技

術
で
自
分

の
力
とし

て
行
動

し、
その

結
果
に

責
任
を
持
つ

D.
多
様
な
情
報

を
収
集
・分

析
し

て
適
正
に
判
断

し、
効
果
的
に
活

用
で
き
る

C.
常
に
情
報
を

収
集
し、

それ
ら

を
基
に
自
分
な
り

の
考
え
を
発
信
で

き
る

B.
修
得
した

知
識
・技

術
で
自
分

の
力
とし

て
行
動

し、
その

結
果
に

責
任
を
持
つ

B.
修
得
した

知
識
・技

術
で
自
分

の
力
とし

て
行
動

し、
その

結
果
に

責
任
を
持
つ

H.
多
文
化
・異

文
化
に
関
す
る

知
識
を
も
って

物
事
を
判
断
す
る
こ

とが
で
き
る

K.
協
働
作
業
に

よ
って

新
た
な
も

の
を
構
築
す
る
こ

とが
で
き
る

K.
協
働
作
業
に

よ
って

新
た
な
も

の
を
構
築
す
る
こ

とが
で
き
る

M
.自

分
の
得
意

分
野
を
見
つ
け
、

個
性
とし

て
昇
華

させ
る
こと

が
で
き

る

A.
自
律
・自

立
し

て
学
修
で
き
る

E.
人
文
科
学
、

社
会
科
学
、自

然
科
学
に
つ
い
て

幅
広
い
関
心
と

知
識
を
有
す
る

L.
他
者
に
方
向

性
を
示
し、

目
標

の
実
現
の
た
め
に

動
員
で
き
る

修
得
目
標
　レ

ベ
ル
1・
・A
～
Ｆ
　レ

ベ
ル
2・
・1
～
33
　　

学
修
成
果
の
4要

素
（
知
識
・理

解
、汎

用
的
技
能
、態

度
・志

向
性
、統

合
的
な
学
習
経
験
と創

造
的
思
考
力
)　
　全

学
の
修
得
目
標
（
A～

N）

A:
倫
理
観
とプ

ロフ
ェッ
シ
ョナ

リズ
ム

B:
チ
ー
ム
医
療
を通

した
患
者
中
心
の
医
療
へ
の
参
画

C:
医
薬
品
の
適
正
な
調
製
と取

扱
い

D:
薬
物
治
療
の
実
践

E:
国
民
の
健
康
維
持
と地

域
医
療
へ
の
貢
献

F:
科
学
的
探
究
心
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20
22

年
度

入
学

生
　カ

リキ
ュラ

ム
ツリ

ー

専
門

科
目

※
複

数
の

学
年

に
わ

た
り配

当
され

て
い

る
科

目
は

、最
初

の
学

年
に

の
み

表
示

して
お

りま
す

。

修
得

目
標

　レ
ベ

ル
1・

・A
～

Ｆ
　レ

ベ
ル

2・
・1

～
33

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

薬
学

総
合

講
義

1
薬

学
統

合
演

習
2

薬
学

統
合

演
習

2

薬
学

総
合

講
義

2

薬
学

総
合

講
義

3

薬
学

総
合

講
義

4

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

) 
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ4

 
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ4

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

) 
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ3
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ3

基
礎

薬
学

特
論

1
薬

学
統

合
演

習
1

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ3
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ3

地
域

医
療

論
基

礎
薬

学
特

論
1

基
礎

薬
学

特
論

1
薬

物
動

態
制

御
学

薬
学

実
習

8
薬

事
関

係
法

規
制

度

基
礎

薬
学

特
論

2
卒

論
実

習
医

薬
品

化
学

2
基

礎
薬

学
特

論
2

薬
学

実
習

9
薬

学
実

習
10

基
礎

薬
学

特
論

3
基

礎
薬

学
特

論
2

衛
生

薬
学

特
論

薬
学

演
習

卒
論

実
習

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ2
 

語
学

演
習

2
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ2

調
剤

学
調

剤
学

有
機

化
学

4
臨

床
分

析
学

薬
物

動
態

学
調

剤
学

語
学

演
習

2
病

院
ｶﾝ

ﾌｧ
ﾚﾝ

ｽ臨
床

学
習

医
薬

品
化

学
1

生
薬

学
天

然
物

化
学

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ1
語

学
演

習
1

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ1
医

療
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹｰ

ｼｮ
ﾝ1

物
理

化
学

2
物

理
化

学
3

物
理

薬
剤

学
製

剤
学

1

語
学

演
習

1
物

理
化

学
3

応
用

分
析

化
学

製
剤

学
1

薬
学

実
習

3

応
用

分
析

化
学

機
器

分
析

学
製

剤
学

2
薬

学
実

習
4

有
機

化
学

2
薬

学
実

習
3

薬
学

実
習

4

有
機

化
学

3
薬

学
実

習
4

薬
学

実
習

3

薬
学

実
習

4

薬
学

へ
の

招
待

1
薬

学
へ

の
招

待
1 

基
礎

物
理

化
学

薬
学

へ
の

招
待

2
基

礎
物

理
化

学
薬

学
数

学
1

薬
学

へ
の

招
待

2
薬

学
へ

の
招

待
2

薬
学

数
学

1
物

理
化

学
1

薬
品

分
析

化
学

薬
学

数
学

2
基

礎
化

学
薬

学
実

習
2

基
礎

化
学

有
機

化
学

1

1年

A：
倫

理
観

とプ
ロフ

ェッ
シ

ョナ
リズ

ム
B：

チ
ー

ム
医

療
を

通
した

患
者

中
心

の
医

療
へ

の
参

画
C：

医
薬

品
の

適
正

な
調

製
と取

扱
い

6年 5年 4年 3年 2年

基
礎
生
物
学

薬
学
実
習
1

1年
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20
22

年
度

入
学

生
　カ

リキ
ュラ

ム
ツリ

ー

専
門

科
目

※
複

数
の

学
年

に
わ

た
り配

当
され

て
い

る
科

目
は

、最
初

の
学

年
に

の
み

表
示

して
お

りま
す

。

修
得

目
標

　レ
ベ

ル
1・

・A
～

Ｆ
　レ

ベ
ル

2・
・1

～
33

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33

薬
学

統
合

演
習

2
薬

学
統

合
演

習
2

薬
学

統
合

演
習

2
薬

学
統

合
演

習
2

薬
学

統
合

演
習

2

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ4
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)
薬

学
実

務
実

習
(病

院
薬

局
)

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)
薬

学
最

前
線

薬
学

最
前

線
薬

学
最

前
線

薬
学

実
務

実
習

(病
院

薬
局

)

基
礎

薬
学

特
論

3
医

薬
品

化
学

2
薬

物
治

療
学

4
漢

方
医

学
概

論
医

薬
品

安
全

性
学

薬
物

治
療

学
4

薬
学

統
合

演
習

1
薬

学
統

合
演

習
1

薬
物

動
態

制
御

学
衛

生
薬

学
特

論
地

域
医

療
論

保
健

衛
生

学
地

域
医

療
論

地
域

医
療

論
卒

論
実

習
卒

論
実

習
卒

論
実

習
卒

論
実

習
 

薬
物

動
態

制
御

学
薬

物
治

療
学

2
薬

学
実

習
8

医
薬

品
安

全
性

学
薬

学
実

習
9

薬
学

実
習

9
衛

生
薬

学
特

論

薬
物

治
療

学
3

薬
学

実
習

10
薬

学
統

合
演

習
1

地
域

医
療

論

薬
物

治
療

学
4

薬
学

実
習

8

薬
学

統
合

演
習

1
薬

学
実

習
10

感
染

免
疫

学
医

薬
品

化
学

1
感

染
免

疫
学

病
態

薬
理

学
3

放
射

薬
品

学
医

薬
品

情
報

学
調

剤
学

生
物

薬
剤

学
医

薬
品

情
報

学
環

境
衛

生
学

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ2
薬

学
統

計
学

医
薬

品
情

報
学

分
子

生
物

学
生

薬
学

天
然

物
化

学
病

態
薬

理
学

6
病

態
薬

理
学

4
調

剤
学

医
療

ｺﾐ
ｭﾆ

ｹｰ
ｼｮ

ﾝ2
医

薬
品

情
報

学
薬

物
動

態
学

薬
学

統
計

学
衛

生
化

学
語

学
演

習
2

生
物

薬
剤

学
薬

学
実

習
7

病
態

薬
理

学
5

毒
性

学

薬
学

実
習

5 
病

態
薬

理
学

6
薬

学
実

習
6

薬
物

治
療

学
1

薬
学

実
習

7

病
院

ｶﾝ
ﾌｧ

ﾚﾝ
ｽ臨

床
学

習

生
化

学
1

薬
理

学
1

薬
理

学
3

薬
理

学
1

ｴｺ
ｻｲ

ｴﾝ
ｽ

栄
養

化
学

語
学

演
習

1

生
化

学
2

薬
理

学
2

薬
理

学
2

生
理

学
2

薬
理

学
3

薬
理

学
3

薬
理

学
1

病
態

薬
理

学
1

病
態

薬
理

学
1

薬
理

学
2

病
態

薬
理

学
2

病
態

薬
理

学
2

薬
理

学
3

薬
学

実
習

4

生
命

科
学

1
基

礎
物

理
化

学
医

学
概

論
薬

学
へ

の
招

待
1

医
学

概
論

生
命

科
学

2
薬

科
生

物
学

薬
物

治
療

学
入

門
薬

学
へ

の
招

待
2

機
能

形
態

学

生
理

学
1

基
礎

生
物

学

薬
科

生
物

学

薬
学

実
習

2

1年

D：
薬

物
治

療
の

実
践

E：
国

民
の

健
康

維
持

と地
域

医
療

へ
の

貢
献

F：
科

学
的

探
究

心

6年 5年 4年 3年 2年
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20
22

年
度
入
学
生
　カ

リキ
ュラ

ム
ツリ

ー

共
通
教
育
科
目

必
修

選
択

修
得
目
標
　レ

ベ
ル
1・
・A
～
Ｆ
　レ

ベ
ル
2・
・1
～
33

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

生
命
倫
理

ﾋｭ
ｰﾏ
ﾝ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

生
命
倫
理

ﾋｭ
ｰﾏ
ﾝ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

医
療
社
会
学

医
療
社
会
学

医
療
社
会
学

世
界
に
羽
ば
た
く

医
療
人

英
語

多
文
化
社
会
論

生
命
倫
理

医
療
統
計
学

ﾍﾙ
ｽｹ
ｱ

ｴﾃ
ﾞｭ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

医
療
心
理
学

臨
床
心
理
学

社
会
と医

療

医
療
と

ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ

医
療
経
済
学

基
礎
医
療

法
学

日
本
国
憲
法

TO
EI
C対

策
英

語 生
命
と物

質
の
ｻ

ｲｴ
ﾝｽ

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

医
療
界
の

ﾜｰ
ｸﾗ
ｲﾌ
学

ｺﾝ
ﾀｸ
ﾄﾚ
ﾝｽ
ﾞの

基
礎

医
療
数
理
科
学

入
門

地
域
健
康
管
理

学
入
門

新
薬
発
見
の
ｹｰ

ｽｽ
ﾀﾃ
ﾞｨ
ｰ

災
害
か
らの

復
活
と公

衆
衛
生

夢
の
薬
物
送
達

ｼｽ
ﾃﾑ
(D
DS

)
世
界
に
羽
ば
た
く

医
療
人

ｸﾞ
ﾗﾌ
ｨｯ
ｸ

基
礎

ｱｶ
ﾃﾞ
ﾐｯ
ｸ

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

ﾍﾙ
ｽ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

多
文
化
社
会
論

1年

A：
倫
理
観
とプ

ロフ
ェッ
シ
ョナ

リズ
ム

B：
チ
ー
ム
医
療
を
通
した

患
者
中
心
の
医
療
へ
の
参
画

C：
医
薬
品
の
適
正
な
調
製
と取

扱
い
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20
22

年
度
入
学
生
　カ

リキ
ュラ

ム
ツリ

ー

共
通
教
育
科
目

必
修

選
択

修
得
目
標
　レ

ベ
ル
1・
・A
～
Ｆ
　レ

ベ
ル
2・
・1
～
33

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33

情
報
ﾘﾃ
ﾗｼ
ｰ

情
報
ﾘﾃ
ﾗｼ
ｰ

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

医
療
と

ﾎﾞ
ﾗﾝ
ﾃｨ
ｱ

ﾁｰ
ﾑ医

療
論

医
療
統
計
学

ｱｶ
ﾃﾞ
ﾐｯ
ｸ

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ

医
療
数
理
科
学

入
門

情
報
ﾘﾃ
ﾗｼ
ｰ

医
療
統
計
学

災
害
か
らの

復
活
と公

衆
衛
生

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

英
語

ﾍﾙ
ｽ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

ｲﾝ
ｸﾞ
ﾘｯ
ｼｭ

ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ

1年

D：
薬
物
治
療
の
実
践

E：
国
民
の
健
康
維
持
と地

域
医
療
へ
の
貢
献

F：
科
学
的
探
究
心
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履 修 に つ い て



 

－1－ 

授授業業おおよよびび時時間間割割  
１．授業時間は以下のとおりです。 

授業時限 1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目 5 時限目 

時  間 9:00～10:30 10:45～12:15 13:05～14:35 14:50～16:20 16:35～18:05 

２．学生は各授業の開始時刻までに必ず教室に入室してください。遅刻者は入室を許可されないばかりでなく欠

席扱いになることがあります。 

３．授業中は私語や携帯電話の使用、飲食等をせず、静粛に受講してください。無断退室や授業を妨げるような

行為は厳に慎んでください。講義は大学側で撮影するため、ビデオ、カメラ、タブレット等での撮影・録音は

しないでください。違背者には厳正に対処いたします。 

４．授業中に病気等やむを得ない事由で退席をするときは、授業担当教員にその旨を話し、指示を受けてくださ

い。 

５．時間割の変更、教室の変更、休講等はその都度、掲示等でお知らせします。 

  

履履修修登登録録  

大学の授業には、全員が受講する必修科目と自由に選択することのできる選択科目があります。各学生がどの

科目を受講するかについては大学に申告する必要があります。その申告が履修登録です。履修登録をしないと成

績評価は勿論、単位が認定されなくなりますので、全員必ず行ってください。なお、履修登録期間等については

ガイダンスにてお知らせいたします。共通教育科目に含まれる選択科目のうち４単位を履修してください。ただ

し、選択科目の年間の履修単位数は８単位を上限とします。 

  

出出欠欠席席  

単位認定は授業時間数が基準になります。従って授業に出席することが大変重要になりますので、必ず出席し

てください。また、実習等に関する各種ガイダンスにも出席してください。 

注注））出出席席回回数数がが出出席席すすべべきき授授業業回回数数のの３３分分のの２２にに満満たたなないい場場合合ににはは、、当当該該科科目目ににつついいてて評評価価のの対対象象外外ととななりり、、

定定期期本本試試験験おおよよびびここれれにに準準ずずるる試試験験のの受受験験資資格格をを失失いいまますす。。実実習習・・演演習習等等、、実実技技をを修修得得すするるここととがが必必要要なな科科

目目ににつついいててのの欠欠席席はは原原則則ととししてて認認めめまませせんん。。  

１．講義・実習・演習などへの出欠の調査は、「出席管理システム」のほか、点呼、アンケート、サイン名簿表、

レポート、小テスト等によって行います。授業担当者によりその方法は異なります。 

２．大学または教員の都合による休講は、出席すべき授業時間数に含みません。  

３．欠欠席席回回数数ににつついいててはは学学生生各各自自のの自自己己管管理理をを原原則則ととししまますす。 

４．「出席管理システム」では、講義室・実習室の入退出の際に必ず学生証をカードリーダーにかざしてくださ

い。学生証を忘れた場合や学生証をかざし忘れた場合は欠席となります。ただし、以下の（１）～（２）の場

合に限り、出席確認不備理由書を科目担当教員に提出することにより出席を認めます。出席確認不備理由書は

教務課窓口にて受け取り、講義時間内に教員まで提出してください。 

（１）選択科目の出欠席 

（２）学生証紛失等により学生証再発行の手続き中の場合（学生証発行願を教員に提示してください） 

また、他人に学生証を預けカードリーダーにかざしてもらう、他人の学生証を預かり代わりにカードリーダー

にかざす、講義前後だけカードリーダーにかざして実際には出席しない等の場合は不正行為となります。（６．

参照） 
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－1－ 

授授業業おおよよびび時時間間割割  
１．授業時間は以下のとおりです。 

授業時限 1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目 5 時限目 

時  間 9:00～10:30 10:45～12:15 13:05～14:35 14:50～16:20 16:35～18:05 

２．学生は各授業の開始時刻までに必ず教室に入室してください。遅刻者は入室を許可されないばかりでなく欠

席扱いになることがあります。 

３．授業中は私語や携帯電話の使用、飲食等をせず、静粛に受講してください。無断退室や授業を妨げるような

行為は厳に慎んでください。講義は大学側で撮影するため、ビデオ、カメラ、タブレット等での撮影・録音は

しないでください。違背者には厳正に対処いたします。 

４．授業中に病気等やむを得ない事由で退席をするときは、授業担当教員にその旨を話し、指示を受けてくださ

い。 

５．時間割の変更、教室の変更、休講等はその都度、掲示等でお知らせします。 

  

履履修修登登録録  

大学の授業には、全員が受講する必修科目と自由に選択することのできる選択科目があります。各学生がどの

科目を受講するかについては大学に申告する必要があります。その申告が履修登録です。履修登録をしないと成

績評価は勿論、単位が認定されなくなりますので、全員必ず行ってください。なお、履修登録期間等については

ガイダンスにてお知らせいたします。共通教育科目に含まれる選択科目のうち４単位を履修してください。ただ

し、選択科目の年間の履修単位数は８単位を上限とします。 

  

出出欠欠席席  

単位認定は授業時間数が基準になります。従って授業に出席することが大変重要になりますので、必ず出席し

てください。また、実習等に関する各種ガイダンスにも出席してください。 

注注））出出席席回回数数がが出出席席すすべべきき授授業業回回数数のの３３分分のの２２にに満満たたなないい場場合合ににはは、、当当該該科科目目ににつついいてて評評価価のの対対象象外外ととななりり、、

定定期期本本試試験験おおよよびびここれれにに準準ずずるる試試験験のの受受験験資資格格をを失失いいまますす。。実実習習・・演演習習等等、、実実技技をを修修得得すするるここととがが必必要要なな科科

目目ににつついいててのの欠欠席席はは原原則則ととししてて認認めめまませせんん。。  

１．講義・実習・演習などへの出欠の調査は、「出席管理システム」のほか、点呼、アンケート、サイン名簿表、

レポート、小テスト等によって行います。授業担当者によりその方法は異なります。 

２．大学または教員の都合による休講は、出席すべき授業時間数に含みません。  

３．欠欠席席回回数数ににつついいててはは学学生生各各自自のの自自己己管管理理をを原原則則ととししまますす。 

４．「出席管理システム」では、講義室・実習室の入退出の際に必ず学生証をカードリーダーにかざしてくださ

い。学生証を忘れた場合や学生証をかざし忘れた場合は欠席となります。ただし、以下の（１）～（２）の場

合に限り、出席確認不備理由書を科目担当教員に提出することにより出席を認めます。出席確認不備理由書は

教務課窓口にて受け取り、講義時間内に教員まで提出してください。 

（１）選択科目の出欠席 

（２）学生証紛失等により学生証再発行の手続き中の場合（学生証発行願を教員に提示してください） 

また、他人に学生証を預けカードリーダーにかざしてもらう、他人の学生証を預かり代わりにカードリーダー

にかざす、講義前後だけカードリーダーにかざして実際には出席しない等の場合は不正行為となります。（６．

参照） 
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５．「出席調査用サイン名簿」を使用する場合、あるいは小テスト、レポート等により調査する場合は、原則とし

て以下の取扱いとなります。 

（１）出席調査時に不在の場合は欠席扱いとなります。 

（２）サイン名簿を使用する場合、所定欄に記入しない場合は欠席扱いとなります。 

（３）次のような行為は、不正行為となります。（６．参照） 

①他人に自分の小テスト、レポートまたはサイン名簿の記入を依頼した場合 

②小テスト、レポートまたはサイン名簿に他人の氏名等を記入した場合 

③途中退席者の小テスト、レポートをその者に代わって提出した者、および依頼した場合 

④サイン名簿に記入された他人の氏名を消去した場合 

⑤サイン名簿の巡回を妨害した場合 

⑥その他、出席に関する不正行為を行った場合 

６．出出席席にに関関すするる不不正正行行為為をを行行っったた場場合合はは以以下下のの処処分分ととしし、、学学則則にに従従いい懲懲戒戒処処分分をを科科すすここととががあありりまますす。。  

（１）当該授業を欠席扱いとする。 

（２）定期試験の受験を認めない。（本試験における成績評価は不合格とする） 

７．病気、事故等やむをえない事情で欠席する場合は、原則診断書を添付のうえ、所定の欠席届を事前に事務部

教務課に提出してください｡事前に手続ができない場合は登校後 7 日以内に提出してください。届出が提出さ

れても出席扱いとはしませんが、成績評価の参考資料、学生指導上必要ですので必ず提出してください｡ 

８．交通機関の事故等により遅刻となった場合は、大学に到着後速やかに教務課窓口設置の電車遅延届を担当教

員へ提出してください。電車遅延届には証明書が必要ですので、駅で必ず遅延証明書を受け取ってください。

ただし、JR 埼京線の遅延については、JR より大学へ直接連絡が入りますので、遅延証明書の提出は不要です。 

９．試験欠席の場合は、別掲の「試験」の規定に従ってください｡ 

１０．以下に挙げる理由による欠席に限り、欠席回数に算入しません。 

（１）天災その他の非常災害。 

（２）通学に使用する公共交通機関の突発事故等による大幅な遅延または運休。 

（３）忌引（三親等以内の親族）。関係に応じて下表の日数とします。 

忌引で授業を欠席した場合は、所定の忌引届に証明となる書類を添えて、忌引扱いの終了する日から数えて

7 日以内に事務部教務課窓口に提出してください。 

 

 

 

 

 

（４）通学不能と判断される重篤な疾患または不慮の事故。 

（５）学校保健安全法に定める伝染性疾患（インフルエンザなど）。 

（６）就職試験（６年次のみ）。 

（７）その他、学校がやむを得ない理由であると認めたもの。 

  

交交通通機機関関のの不不通通とと警警報報にによよるる休休講講  
交通機関が事故等で不通になった場合や警報が発令された場合の授業・実習の取扱いについては CAMPUS 

GUIDE を参照してください。 

学生との関係 忌引扱い日数 備 考 

一親等（父、母、子）、配偶者 7 日 忌引扱い日数は、死亡日か

ら起算した、日・祝日を含ん

だ連続の日数 

二親等（祖父母、兄弟姉妹） 5 日 

三親等（伯父、叔父、伯母、叔母、曾祖父母） 3 日 
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単単位位認認定定  
単位は学修時間をもとに決められており、授業の方法および授業の教育効果などを考慮し、1 単位は 45 時間

（講義の場合、授業 15 時間、予習 15 時間、復習 15 時間）の学修が基準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

１．１つの授業科目につき、出席すべき授業回数の３分の２以上の出席と 60 点(Ｃ評価)以上の成績評価により

所定の単位を認定します。 

２．成績評価は、90 点以上をＳ、80 点以上をＡ、70 点以上をＢ、60 点以上をＣとし、60 点未満をＤとします。

60 点未満（Ｄ評価）は不合格とし、単位は認定されません｡ 

３．学年末までに取得した単位数が規定の標準単位数より少ない場合は、学年末の会議により、仮進級もしくは

留年となります。 

  

ＧＧＰＰＡＡ制制度度  
ＧＰＡ（Grade Point Average）制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。この制度は、米欧

の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

  

  ＜＜ＧＧＰＰＡＡのの算算出出方方法法＞＞  

4.0×Ｓの修得単位数+3.0×Ａの修得単位数+2.0×Ｂの修得単位数+1.0×Ｃの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 
 

ＧＰＡスコアは 2.5 以上を確保することが望ましく、1.0 以下の者は退学勧告の対象となります。 

  

試試験験のの種種類類ななどど  
１．試験には主に次の種類があります。 

（１）定期本試験 （２）中間試験 （３）授業中に行う試験 （４）学年末総合評価試験 

２．定期本試験は原則として、前期または後期定期試験期間中に実施します。定期本試験の時間割・試験場は原

則として試試験験開開始始のの２２週週間間前前ままででに掲示します。試験開始 10 分前には試験場に集合してください。 

３．中間試験および授業中に行う試験は授業の進渉状況に応じて行うもので、実施については科目担当者の指示

によります。 

４．次のいずれかに該当する場合、受験を認めません。（成績評価の対象外となります。） 

（１）出席が、出席すべき授業回数の３３分分のの２２にに満満たたなないい科科目目ががああるる者者。（実習・演習等、実技を修得するこ

とが必要な科目についての欠席は原則として認めません） 

（２）授業料その他必要な学費が所所定定のの期期日日ままででにに未未納納ででああるる者者。。  

（３）学生証または仮学生証を所持していない者。 

（４）その他、必要な手続きを終えていない者。 

単位数 半期/通年 総時間数 授業時間 準備学修（予習・復習等）

1単位 半期 45時間 15時間 30時間

1.5単位 半期 67.5時間 24時間 43.5時間

2単位 通年 90時間 32時間 58時間

1単位 半期 45時間 30時間 15時間

1.5単位 半期 67.5時間 45時間 22.5時間

2単位 半期 90時間 60時間 30時間

3単位 半期 135時間 90時間 45時間

講義・演習

実習
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単単位位認認定定  
単位は学修時間をもとに決められており、授業の方法および授業の教育効果などを考慮し、1 単位は 45 時間

（講義の場合、授業 15 時間、予習 15 時間、復習 15 時間）の学修が基準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

１．１つの授業科目につき、出席すべき授業回数の３分の２以上の出席と 60 点(Ｃ評価)以上の成績評価により

所定の単位を認定します。 

２．成績評価は、90 点以上をＳ、80 点以上をＡ、70 点以上をＢ、60 点以上をＣとし、60 点未満をＤとします。

60 点未満（Ｄ評価）は不合格とし、単位は認定されません｡ 

３．学年末までに取得した単位数が規定の標準単位数より少ない場合は、学年末の会議により、仮進級もしくは

留年となります。 

  

ＧＧＰＰＡＡ制制度度  
ＧＰＡ（Grade Point Average）制度とは、学修の成果を客観的な数値で評価するものです。この制度は、米欧

の大学で採用している成績評価制度に概ね準拠しています。 

  

  ＜＜ＧＧＰＰＡＡのの算算出出方方法法＞＞  

4.0×Ｓの修得単位数+3.0×Ａの修得単位数+2.0×Ｂの修得単位数+1.0×Ｃの修得単位数 
 

総履修登録単位数（「不合格」の単位数を含む） 
 

ＧＰＡスコアは 2.5 以上を確保することが望ましく、1.0 以下の者は退学勧告の対象となります。 

  

試試験験のの種種類類ななどど  
１．試験には主に次の種類があります。 

（１）定期本試験 （２）中間試験 （３）授業中に行う試験 （４）学年末総合評価試験 

２．定期本試験は原則として、前期または後期定期試験期間中に実施します。定期本試験の時間割・試験場は原

則として試試験験開開始始のの２２週週間間前前ままででに掲示します。試験開始 10 分前には試験場に集合してください。 

３．中間試験および授業中に行う試験は授業の進渉状況に応じて行うもので、実施については科目担当者の指示

によります。 

４．次のいずれかに該当する場合、受験を認めません。（成績評価の対象外となります。） 

（１）出席が、出席すべき授業回数の３３分分のの２２にに満満たたなないい科科目目ががああるる者者。（実習・演習等、実技を修得するこ

とが必要な科目についての欠席は原則として認めません） 

（２）授業料その他必要な学費が所所定定のの期期日日ままででにに未未納納ででああるる者者。。  

（３）学生証または仮学生証を所持していない者。 

（４）その他、必要な手続きを終えていない者。 

単位数 半期/通年 総時間数 授業時間 準備学修（予習・復習等）

1単位 半期 45時間 15時間 30時間

1.5単位 半期 67.5時間 24時間 43.5時間

2単位 通年 90時間 32時間 58時間

1単位 半期 45時間 30時間 15時間

1.5単位 半期 67.5時間 45時間 22.5時間

2単位 半期 90時間 60時間 30時間

3単位 半期 135時間 90時間 45時間

講義・演習

実習
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５．遅刻者は原則として受験を認めません。ただし、病気、事故その他やむを得ない事情により、遅遅刻刻がが試試験験開開

始始後後 2200 分分以以内内であれば受験を認めます。その場合は原則として試験時間の延長は認めません。遅刻した場合

は、試験開始からの経過時間・理由にかかわらず大学到着後速やかに事務部教務課に来てください。 

  

追追試試験験・・再再試試験験・・認認定定試試験験・・学学年年末末総総合合評評価価試試験験  

ⅠⅠ．．試試験験欠欠席席とと追追試試験験  

１．定期本試験の受験資格がありながら、以下の理由で受験できなかった場合、追試験の受験を認めます。 

（１）天災その他の非常災害。 

（２）通学に使用する公共交通機関の突発事故等による大幅な遅延または運休。 

（３）忌引（三親等以内の親族）。日数は（出欠席１０-（３））を参照。 

（４）通学不能と判断される重篤な疾患または不慮の事故。 

（５）学校保健法に定める伝染性疾患（インフルエンザなど）。 

（６）就職試験（６年次のみ）。 

（７）その他、学校がやむを得ない理由であると認めたもの。 

２．追試験の受験を希望する者は、午前８時４５分以降、試験開始時刻までに電話で事務部教務課に連絡すると

ともに、欠席した定期本試験が行われた日から起算して３日以内に、当該科目担当教員に相談の上、欠席理由

を証明できる書類（遅延証明書、診断書などの原本および教員提出用の複写）を添えて、所定の「試験欠席届

（教務課提出用・担当教員提出用）」および「追・再試決定通知」を教務課および当該試験の担当教員に提出し

てください。また、所定の試験願に追試験料（1 科目につき 500 円）の入金証明書（証明書発行機にて発行）

を添付のうえ指定された期間内に事務部教務課へ提出し、科目担当者の許可を得なければなりません。 

３．就職試験により定期試験を欠席する場合は、あらかじめ当該授業担当教員の承認を受けた上で、「試験欠席

届」を教務課および当該授業担当教員に提出してください。 

４．追試験の日程は、実施が決まった場合に掲示または LMS 等により通知します。 

５．追試験の成績は、点数の上限は 90 点とし、60 点以上を合格、60 点未満は不合格とします。評定尺度は、定

期本試験に準じます。 

６．追試験の不合格者および欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

７．中間試験については原則として追試験を行いません。ただし、科目担当者が必要と認めた場合はその限りで

はありません。 

ⅡⅡ．．再再試試験験  

１．再試験を行う場合には以下の者を対象とします。 

（１）定期本試験を受験し、不合格だった場合。 

（２）学校が認めた理由（試験欠席と追試験 （１）～（７））によらず、定期本試験を欠席した場合。 

ただし「試験欠席届」が欠席した定期本試験が行われた日から起算して３日以内に提出されている場合に限

ります。 

（３）出席が授業回数の３分の２に満たない場合、定期本試験の受験資格を失った者のうち、欠席回数が授業

回数の半分を超えない場合。 

（４）その他、学校が再試験受験を認めた場合。 
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２．学年末総合評価試験対象科目（ヒューマンコミュニケーションを除く）においては、定期本試験で 60 点以

上 70 点未満の者に、再試験の受験を認めることがあります。受験を希望する場合には所定の手続きが必要と

なります。 

３．以下の者については、再試験を受験できません。 

（１）試験開始時刻までに電話で事務部教務課に連絡がなく、定期本試験を欠席し、正当な理由の「試験欠席

届」が３日以内に提出されていない場合。 

（２）欠席回数が授業回数の半分を超えた場合。 

（３）正当な理由なく確認テストを欠席した場合。 

４．再試験を受験する者は、所定の試験願に再試験料（１科目につき 2,000 円）の入金証明書（証明書発行機に

て発行）を添付のうえ、指定された期間内に事務部教務課へ提出し、科目担当者の許可を得なければなりませ

ん。なお、期間内に受験手続をしなかった者は受受験験をを放放棄棄ししたたももののととみみななししまますす。。 

５．再試験の成績は以下のとおりとします。 

（１）学年末総合評価試験対象科目（ヒューマンコミュニケーションを除く）においては、評定尺度を以下の

通りとします。再試験に合格した場合、評定は変更となることがありますが、点数は定期本試験の点数のま

まに据え置きます。ただし、定期本試験で 60 点以上 70 点未満の者は、定期本試験での合格が再試験の結果

により取り消されることはありません。 

評定 再試験点数 合否 ＧＰ 

Ｂ 80〜100 合格 2.0 

Ｃ 60〜79 合格 1.0 

Ｄ 60 未満 不合格 0 

（２）（１）以外の科目においては、再試験に合格した場合、成績の点数は定期本試験の点数のままに据え置き、

評定はＣとします。 

５．再試験の不合格者および欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

６．４年次科目においては、再々試験を実施することがあります。ただし、再々試験については、規定の条件を

満たしていない場合は受験資格を失います。 

７．中間試験については原則として再試験を行いません。ただし、授業担当者が必要と認めた場合はその限りで

はありません。 

ⅢⅢ．．認認定定試試験験 

１．仮進級した者を対象に、未認定の科目について、原則として下級年次の追再試験と同時期に認定試験を行い

ます。 

２．認定試験の合否判定は、それまでに行われた当該科目の諸試験の成績などを参考にして、総合的に下すこと

があります。 

３．認定試験に合格した場合、科目の単位が認定されますが、成績の点数は定期本試験の点数のままに据え置き、

評定はＣとします。 

４．認定試験の欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

５．認定試験対象科目は、原則として前年次科目に限ります。 

ⅣⅣ．．学学年年末末総総合合評評価価試試験験 

１．学年末総合評価試験は、１～３年次の年度末にＣＢＴ形式（コンピューターでの試験）で行います。 
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２．学年末総合評価試験対象科目（ヒューマンコミュニケーションを除く）においては、定期本試験で 60 点以

上 70 点未満の者に、再試験の受験を認めることがあります。受験を希望する場合には所定の手続きが必要と

なります。 

３．以下の者については、再試験を受験できません。 

（１）試験開始時刻までに電話で事務部教務課に連絡がなく、定期本試験を欠席し、正当な理由の「試験欠席

届」が３日以内に提出されていない場合。 

（２）欠席回数が授業回数の半分を超えた場合。 

（３）正当な理由なく確認テストを欠席した場合。 

４．再試験を受験する者は、所定の試験願に再試験料（１科目につき 2,000 円）の入金証明書（証明書発行機に

て発行）を添付のうえ、指定された期間内に事務部教務課へ提出し、科目担当者の許可を得なければなりませ

ん。なお、期間内に受験手続をしなかった者は受受験験をを放放棄棄ししたたももののととみみななししまますす。。 

５．再試験の成績は以下のとおりとします。 

（１）学年末総合評価試験対象科目（ヒューマンコミュニケーションを除く）においては、評定尺度を以下の

通りとします。再試験に合格した場合、評定は変更となることがありますが、点数は定期本試験の点数のま

まに据え置きます。ただし、定期本試験で 60 点以上 70 点未満の者は、定期本試験での合格が再試験の結果

により取り消されることはありません。 

評定 再試験点数 合否 ＧＰ 

Ｂ 80〜100 合格 2.0 

Ｃ 60〜79 合格 1.0 

Ｄ 60 未満 不合格 0 

（２）（１）以外の科目においては、再試験に合格した場合、成績の点数は定期本試験の点数のままに据え置き、

評定はＣとします。 

５．再試験の不合格者および欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

６．４年次科目においては、再々試験を実施することがあります。ただし、再々試験については、規定の条件を

満たしていない場合は受験資格を失います。 

７．中間試験については原則として再試験を行いません。ただし、授業担当者が必要と認めた場合はその限りで

はありません。 

ⅢⅢ．．認認定定試試験験 

１．仮進級した者を対象に、未認定の科目について、原則として下級年次の追再試験と同時期に認定試験を行い

ます。 

２．認定試験の合否判定は、それまでに行われた当該科目の諸試験の成績などを参考にして、総合的に下すこと

があります。 

３．認定試験に合格した場合、科目の単位が認定されますが、成績の点数は定期本試験の点数のままに据え置き、

評定はＣとします。 

４．認定試験の欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

５．認定試験対象科目は、原則として前年次科目に限ります。 

ⅣⅣ．．学学年年末末総総合合評評価価試試験験 

１．学年末総合評価試験は、１～３年次の年度末にＣＢＴ形式（コンピューターでの試験）で行います。 
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２．試験範囲は入学から受講した全ての科目が対象となります。ただし、情報リテラシー、医療社会学、英語、

薬学への招待２、選択科目、語学演習１～２、医療コミュニケーション１～２、薬学実習１〜７は、学年末総

合評価試験の対象外とします。 

３．当該学年の学年末総合評価対象科目の出席が総授業回数の３分の２に満たない場合、学年末総合評価試験の

本試験受験資格を失います。 

４．以下の者については、再試験を受験できません。 

（１）学年末総合評価試験を欠席し、正当な理由の「試験欠席届」が提出されていない者。 

（２）欠席回数が当該学年、学年末総合評価対象科目の総授業回数の半分を超えた者。 

５．再試験の不合格者および欠席者を対象とした試験は、原則として行いません。 

６．学年末総合評価試験（本試験・追再試験）の合格基準は正答率 60％以上とします。 

  

受受験験上上のの注注意意  

ⅠⅠ．．受受験験ににおおけけるる注注意意事事項項  

１．指定された試験場および座席で受験してください。 

２．試験場においては、試験監督者の指示に従ってください。従わない場合は、退場を命ずることがあります。 

３．学生証を呈示しない者は受験できません。学生証を忘れた場合には、仮学生証の発行を受け、それを呈示し

てください。 

４．ノートなどの持ち込みが認められている場合でも、複写（コピー）したものは許可しません。 

５．教科書、参考書、辞書などの持ち込みが許可されている場合でも、書き込みのあるものは許可しません。 

６．試験開始前に、携帯電話や iPadなどは電源を必ず切って、かばんに入れてください。試験終了後、指示があ

るまではかばんに触れないでください。 

７．試験時間は、原則として 60分とします。 

８．試験開始後 20分以内の遅刻者には原則として受験を認めます。ただし、試験時間は延長しません。 

９．試験中の退室は、原則として認めません。 

１０．試験中に机や手などに記録を残してはいけません。 

１１．答案用紙は、試験監督者の指示に従って提出しなければいけません。 

１２．出席番号、氏名などの必要事項が答案用紙に正確に記入されていない場合、答案を無効とすることがあり

ます。 

ⅡⅡ．．試試験験ににおおけけるる不不正正行行為為おおよよびびそそのの対対処処  

１．試験中の次のような行為は不正行為とみなされます。 

（１）筆記用具、学生証その他試験監督者が許可していないものを使用した場合、または机上や机の中に置い

たり所持していたりした場合。  

（２）受験者同士で私語をした場合、あるいは受験者同士で筆記用具を貸借した場合。 

（３）他人の答案を故意に覗いたり、また故意に他人に見せたりした場合。 

（４）回収の指示がある試験問題等を試験室外へ持ち出した場合、または内容を記録した場合。 

（５）その他試験監督者の指示に従わない等、受験態度が不良であった場合。 

２．不正行為を行った者には次のように対処します。  

（１）即時受験を停止し、試験室から退室とする。  
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（２）不正行為を行った場合は、不正行為を行った科目および当該年度中にすでに終了した試験の成績をすべ

て無効とすると同時に不正行為を行った時点以降当該年度中のすべての試験（追試験、再試験を含む）につ

いて受験停止とする。また、学則及び学部規程の定めにより懲戒処分を行う。 

  

レレポポーートト  

担当教員の指示により、レポートを提出するときは、次の事項に注意してください。 

１．レポート用紙のサイズは特に指定が無い場合は、各自判断してください。 

２．指示された受付期間内に必ず提出してください。受付期間前および締め切り日に遅れたレポートは一切受け

取れません。事務室前のレポート BOX に提出する場合は指定された BOX 番号を十分確認の上、投函してく

ださい。誤って提出しても取り出しは行いません。 

３．郵送および代理人提出は認められません。必ず本人が指定場所（窓口等）へ提出してください。 

４．レポートは必ず表紙をつけて学科、学年、学籍番号、氏名、科目、担当教員を記入し、ホチキス等で１冊

に綴じてください。綴じていないもの、表紙のないものについては、受け取れません。 

５．レポート内容の盗用・剽窃は不正行為であるので、処分を科すことがあります。  

  
進進級級、、卒卒業業  

ⅠⅠ．．進進級級  

１．進級の判定は、学年末に開かれる会議において行われます。 

２．本学部における教育制度は学年制を加味した単位制となっているので、その学年末までに取得した単位数が

規定の標準単位数より少ない場合は、会議の議により、仮進級もしくは留年となります。ただし、薬学実習１

〜１０およびヒューマンコミュニケーションのうち１科目でも未認定の場合には、原則として取得した単位数

に関係なく仮進級を認めません。また、５年次への仮進級は、原則として認めません。 

３．１～３年次における進級要件は以下のとおりとします。 

・当該学年における必要単位をすべて取得すること。ただし、必修科目未認定科目数が２科目以下の場合は仮進

級を認めます。 

・過年度未認定科目の認定試験に全て合格すること。 

・学年末総合評価試験に合格すること。ただし、学年末総合評価試験（本試験・追再試験）の合格基準は正答率

60％以上とします。 

・進級ＧＰＡが 1.10 以上であること。 

４．４年次生は薬学共用試験（CBT と OSCE）に合格しないと５年次に進級できません。 

５．５年次生は薬学実務実習（病院・薬局）を終了しないと６年次に進級できません。 

６．留年となった場合は、既得の単位は認定されますが、当該学年の全教科目を再履修することを原則とします。

ただし、英語、選択科目、実習・演習科目（薬学実習８、９、１０、薬学演習、薬学統合演習１を除く）につ

いては、再履修する必要がありません。 

７．仮進級となった場合は、進級後に行われる未認定科目についての認定試験に合格すれば、単位が認定されま

す。ただし、認定試験対象科目は原則として前年次科目に限ります。 

ⅡⅡ．．卒卒業業  

１．以下の項目をすべて満たすことにより、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士（薬学）の学位が授与

されます。 

（１）薬学部に６年以上在籍し、卒業に必要な所定の単位をすべて修得していること。 
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（２）不正行為を行った場合は、不正行為を行った科目および当該年度中にすでに終了した試験の成績をすべ

て無効とすると同時に不正行為を行った時点以降当該年度中のすべての試験（追試験、再試験を含む）につ

いて受験停止とする。また、学則及び学部規程の定めにより懲戒処分を行う。 

  

レレポポーートト  

担当教員の指示により、レポートを提出するときは、次の事項に注意してください。 

１．レポート用紙のサイズは特に指定が無い場合は、各自判断してください。 

２．指示された受付期間内に必ず提出してください。受付期間前および締め切り日に遅れたレポートは一切受け

取れません。事務室前のレポート BOX に提出する場合は指定された BOX 番号を十分確認の上、投函してく

ださい。誤って提出しても取り出しは行いません。 

３．郵送および代理人提出は認められません。必ず本人が指定場所（窓口等）へ提出してください。 

４．レポートは必ず表紙をつけて学科、学年、学籍番号、氏名、科目、担当教員を記入し、ホチキス等で１冊

に綴じてください。綴じていないもの、表紙のないものについては、受け取れません。 

５．レポート内容の盗用・剽窃は不正行為であるので、処分を科すことがあります。  

  
進進級級、、卒卒業業  

ⅠⅠ．．進進級級  

１．進級の判定は、学年末に開かれる会議において行われます。 

２．本学部における教育制度は学年制を加味した単位制となっているので、その学年末までに取得した単位数が

規定の標準単位数より少ない場合は、会議の議により、仮進級もしくは留年となります。ただし、薬学実習１

〜１０およびヒューマンコミュニケーションのうち１科目でも未認定の場合には、原則として取得した単位数

に関係なく仮進級を認めません。また、５年次への仮進級は、原則として認めません。 

３．１～３年次における進級要件は以下のとおりとします。 

・当該学年における必要単位をすべて取得すること。ただし、必修科目未認定科目数が２科目以下の場合は仮進

級を認めます。 

・過年度未認定科目の認定試験に全て合格すること。 

・学年末総合評価試験に合格すること。ただし、学年末総合評価試験（本試験・追再試験）の合格基準は正答率

60％以上とします。 

・進級ＧＰＡが 1.10 以上であること。 

４．４年次生は薬学共用試験（CBT と OSCE）に合格しないと５年次に進級できません。 

５．５年次生は薬学実務実習（病院・薬局）を終了しないと６年次に進級できません。 

６．留年となった場合は、既得の単位は認定されますが、当該学年の全教科目を再履修することを原則とします。

ただし、英語、選択科目、実習・演習科目（薬学実習８、９、１０、薬学演習、薬学統合演習１を除く）につ

いては、再履修する必要がありません。 

７．仮進級となった場合は、進級後に行われる未認定科目についての認定試験に合格すれば、単位が認定されま

す。ただし、認定試験対象科目は原則として前年次科目に限ります。 

ⅡⅡ．．卒卒業業  

１．以下の項目をすべて満たすことにより、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士（薬学）の学位が授与

されます。 

（１）薬学部に６年以上在籍し、卒業に必要な所定の単位をすべて修得していること。 
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（２）ディプロマ・ポリシーに明示されている薬剤師に求められる基本的な資質と能力を備えていると認めら

れること。 

  

在在学学年年限限  

医学部および薬学部は 12 年、医療技術学部は 8 年とします。ただし、スポーツ医療学科救急救命士コースを

除き、同一学年における在学年限を 2 年までとします（2009 年度以前入学生は 3 年）。 

休休学学  
１．休学は事情により認められます。 

２．休学（3 か月以上欠席の場合）しようとする者は、所定の休学願を事務部教務課へ提出し、学長の許可を得

なければなりません。休学願の提出期限は 12 月末日とします。  
３．病気その他やむを得ない事情で休学しようとする者は、所定の休学願に病気の場合は医師の本学指定の診断

書を、その他の場合は事由を明記した書類を添付してください。 

４．休学期間は、休学願が提出された学年末までの 1 年以内とします。事情によっては 2 年以内まで認めること

があります。その場合は改めて所定の手続きをとってください。 

５．休学期間は在学期間に算入しません。ただし、12 月末日までに休学願を提出した場合に限ります。 

６．休学可能な年数は通算して 3 年ですが、連続して休学できるのは 2 年までです。 

７．休学中においても学費を納入する必要があります。  
復復学学  

１．休学していた者が復学するときは、所定の復学願を 2 月中旬から 2 月末日までの間に事務部教務課へ提出

し、学長の許可を得なければなりません。病気回復により復学する者は、「復学可能である」という医師の診断

書を添付してください。 

２．復学した場合は復学した学年と同額の学費を納入する必要があります。  
退退学学  

１．病気その他やむを得ない事由により退学しようとする者は、所定の退学願を事務部教務課に提出し、学長の

承認を得なければなりません。退学願には学生証を添付してください。またロッカーの私物も持ち帰ってくだ

さい。 

２．他の大学に転学しようとする場合は退学願を事務部教務課へ提出し、学長の承認を得た後、転学の手続きを

してください。 

３．退学を願い出る場合は、退学日までの学費を完納していなければなりません。  
除除籍籍  

１．以下のいずれかに該当する者は除籍となります。（スポーツ医療学科救急救命士コースは（２）は除く）  
（１）学則第 17 条に定める在学年限を超えた者（医学部および薬学部 12 年、医療技術学部 8 年）。 

（２）同一学年の在学年数が 2 年を超えた者 (2009 年以前入学生は 3 年を超えた者)。 

（３）長期にわたり行方不明の者。 

（４）授業料等を正当な事由なく期日内に納入せず、かつ督促を受けても納入しない者。 

２．上記（４）による除籍後、長期にわたらないうちに事由が解消し、学業継続が可能になった者が復籍を願

い出たときは許可されることがあります。復籍を希望する者は、学費を納入すると共に、復籍料 5,000 円を

添えて所定の復籍願を事務部教務課に提出してください。  
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オオフフィィススアアワワーー  

本学には、オフィスアワー制度が設けられています。オフィスアワーとは、教員が学生の皆さんの授業履

修・学業成績あるいは学生生活についての相談を受けながら、コミュニケーションを深めアドバイスすること

によって、より良い大学生活を送ってもらうために設けられた、授業以外の時間のことをいいます。相談時間

に該当する時間であっても出張や会議等の理由から教員が不在となる場合があります。  

  

講講義義内内資資料料  
授業中に使用する資料の中には、様々な文献から引用した図表や日常の診療で経験した画像などが含まれます。

これらの資料は、学生が勉学に利用することを目的としていますので、自らの勉学以外に不正に使用することや、

どこかに置き忘れて学外者にわたるようなことがないように注意してください。 

  
科科目目ナナンンババーー  

シラバスに記載の「科目ナンバー」は、体系的な学修のために、科目を分類したものです。 

＜上 4 桁－下 5 桁＞の番号で、上 4 桁は 0000 固定です。下 5 桁の分類ルールは以下のとおりです。 

学部 学科 水準 連番 

Y 薬学部 1 薬学科 1 学士課程 1 年レベル 01～99 

    2 学士課程 2 年レベル  

    3 学士課程 3 年レベル 

    4 学士課程 4 年レベル 

    5 学士課程 5 年レベル 

    6 学士課程 6 年レベル 

共共用用試試験験  
１．実施のための条件 

（１）薬剤師免許を持たない薬学生が病院と薬局における参加型の実務実習を行うためには、次の３つの条件

を満たす必要があります（平成 19 年５月の厚生労働省医薬食品局の通達による）。 

①患者の同意（患者の権利の保障と安全確保の観点から、患者の同意を個別または包括的に得た上で実習を

実施すること） 

②目的の正当性（質の高い薬剤師の養成を目指すという正当な目的のための実習であること） 

③行為の相当性（実習生と実習指導者の資質が担保され、実習に係わる患者、医療従事者、実習生に対する

保障体制が整備されていること） 

（２）前項③のうち、実習生の資質の担保のためには、ア） 大学における事前学習を充分かつ適切に実施する

こと、イ）薬学共用試験を適正に実施すること、ウ） 各大学の６年制薬学教育に対する第三者評価を実施す

ることが必要とされています。 

２．薬学共用試験 
（１）薬学共用試験は、知識を試験する CBT（Computer-Based Testing）と技能・態度を試験する OSCE

（Objective Structured Clinical Examination：オスキー）で構成され、薬学共用試験センターが実施しま

す。 

（２）2022 年度に実施する CBT の出題分野と問題数は下記のとおりで、各学生は３ゾーンすべてを１日で受

験します。本学では、１学年を２グループに分け、12 月中旬２日間で CBT を実施します。2022 年度は 12

月 20 日（火）21 日（水）に実施する予定です。 
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（３）2022 年度に実施する OSCE の出題領域と課題の内容は下記のとおりで、各学生は合計６課題（薬剤の

調製が２課題）を受験します。2022 年度は、12 月 4 日（日）に実施する予定です。 

領域 課題の内容 

１.患者・来局者応対 薬局での患者応対、病棟での初回面談、来局者応対、在宅での薬学的管理 

２.薬剤の調製 計量調剤（散剤・水剤・軟膏剤）、計数調剤（錠剤・外用剤など） 

３.調剤監査 調剤薬監査（散剤・水剤・錠剤など）、持参薬チェック 

４.無菌操作の実践 手洗いと手袋の着脱／手指の消毒と手袋・ガウンの着脱、注射剤混合 

５.情報の提供 
薬局での薬剤交付、病棟での服薬指導、一般用医薬品の情報提供、疑義照会、医

療従事者への情報提供 

（４）CBT と OSCE の両方に合格しないと、５年次に進級することができません。 

（５）CBT と OSCE の追・再試験は、当該年度内に１回のみ受験できます。 

（６）当該年度の臨床準備教育（実務実習事前学習）に該当する授業科目をすべて履修していないと、OSCE

本試験を受験することができません。  

  
  
  
    

ゾーン 試験時間 分野 コアカリ番号 問題数 

１ 120 分 

物理系薬学 C1,C2 30 

化学系薬学 C3,C4,C5 35 

生物系薬学 C6,C7,C8 35 

２ 120 分 

薬理・薬物治療 E1,E2 60 

薬剤系 E4,E5 35 

情報系 E3 15 

３ 120 分 

基本事項 A 10 

衛生薬学 D 40 

薬学と社会 B 20 

実務実習前に修得する事項 F 30 
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国国家家試試験験 
 各々の学科を卒業すると、各々の国家試験の受験資格が取得できます。この国家試験に合格し、厚生労働大

臣の免許を受けることによって、医師、薬剤師、視能訓練士、看護師、保健師、診療放射線技師、臨床検査技師、

救急救命士になることができます。詳しくは各施行規則等を確認してください。 

卒業する学部学科 取得できる国家試験受験資格 関連法令 

医学部 医師 医師法 

医師法施行規則 

薬学部 薬剤師 薬剤師法 

薬剤師法施行規則 

医療技術学部 

視能矯正学科 

視能訓練士 視能訓練士法 

視能訓練士法施行規則 

医療技術学部 

看護学科 

看護師 

保健師※1 

保健師助産師看護師法 

保健師助産師看護師法施行規則 

医療技術学部 

診療放射線学科 

診療放射線技師 診療放射線技師法 

診療放射線技師法施行規則 

医療技術学部 

臨床検査学科 

臨床検査技師 臨床検査技師等に関する法律 

臨床検査技師等に関する法律施行規則 

臨床検査技師等に関する法律施行令 

医療技術学部 

スポーツ医療学科 

救急救命士コース 

救急救命士※2 救急救命士法 

救急救命士法施行規則 

※1 保健師国家試験受験資格は、看護学科において、卒業に必要な単位の他、保健師課程の単位を修得した場合

に取得できます。 

※2 救急救命士国家試験受験資格は、スポーツ医療学科救急救命士コースにおいて、救急救命士国家試験受験資

格に必要な科目をすべて修得し、卒業要件単位を満たした場合に取得できます。 
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時 間 割
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時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
機能形態学
（細山田）

薬学への招待１
（丸山ほか）

2
薬学への招待１
（丸山ほか）

機能形態学
（細山田）

1
生命倫理

（久保田）
基礎生物学
（山口）

2
基礎生物学
（山口）

生命倫理
（久保田）

1
基礎化学

（忍足・田畑）
英語

（松原・西本・牛島）

2
英語

（松原・西本・牛島）
基礎化学

（忍足・田畑）

1
情報リテラシー
（横山ほか）

基礎物理化学
（楯）

2
基礎物理化学

（楯）
情報リテラシー
（横山ほか）

1
薬学数学１
（藤代）

生命科学１
（原田）

2
生命科学１
（原田）

薬学数学１
（藤代）

1

2

時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
生理学１

（上園・森麻）
医療社会学

（大滝ほか）

2
医療社会学

（大滝ほか）
生理学１

（上園・森麻）

1
薬品分析化学

（馬渡）
薬学数学２
（藤代）

2
薬学数学２
（藤代）

薬品分析化学
（馬渡）

1
医学概論

（細山田）
英語

（松原・西本・牛島）

2
英語

（松原・西本・牛島）
医学概論

（細山田）

1
物理化学１
（岸本）

生命科学２
（原田・濱）

2
生命科学２

（原田・濱）
物理化学１
（岸本）

1
薬科生物学
（道志）

有機化学１
（忍足）

2
有機化学１
（忍足）

薬科生物学
（道志）

1

2

　薬学実習２：９月２２日（木）〜１０月１８日（火）（ガイダンス含）。演習の日程の詳細は、別途通達する。
　後期のヒューマンコミュニケーションは、医学部・医療技術学部と合同（土曜日２回）。日程の詳細は、別途通達する。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

木
薬学実習２

または「薬学数学２（藤代）」、「薬学への招待２（厚味ほか）」
または演習

金
薬学実習２

またはＢＬＳ
または演習

土 ヒューマンコミュニケーション

火
薬学実習２

または「薬物治療学入門（安藤）」、「薬学への招待２（厚味ほか）」
または演習

水 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目

　薬学実習１：５月２０日（金）〜６月７日（火）（ガイダンス含）。
　午後のヒューマンコミュニケーションと演習の日程の詳細は、別途通達する。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

2022年度　薬学部 ［１年 後期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習２

またはＢＬＳ
または演習

金
薬学実習１

またはヒューマンコミュニケーション
または演習

土 補講 補講

水 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目

木
薬学実習１

またはヒューマンコミュニケーション
または演習

火
薬学実習１

またはヒューマンコミュニケーション
または演習

2022年度　薬学部 ［１年 前期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習１

またはヒューマンコミュニケーション
または演習
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時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
有機化学２
（高野）

薬理学２
（上園・小野）

2
薬理学２

（上園・小野）
有機化学２
（高野）

1
物理化学２

（岸本・今野）
物理薬剤学
（横山）

2
物理薬剤学
（横山）

物理化学２
（岸本・今野）

1
製剤学１
（唐澤）

薬理学１
（坂本）

2
薬理学１
（坂本）

製剤学１
（唐澤）

1
応用分析化学

（安田）
生化学１

（佐々木）

2
生化学１

（佐々木）
応用分析化学

（安田）

1
生理学２
（根岸）

医療コミュニケーション１
（唐澤ほか）

2
医療コミュニケーション１

（唐澤ほか）
生理学２
（根岸）

1

2

時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
生化学２
（山下）

病態・薬理学１
（伊藤）

2
病態・薬理学１

（伊藤）
生化学２
（山下）

1
物理化学３

（三枝・村田）
薬理学３

（飯島・坂本）

2
薬理学３

（飯島・坂本）
物理化学３

（三枝・村田）

1
エコサイエンス
（山本・長田）

病態・薬理学２
（厚味）

2
病態・薬理学２

（厚味）
エコサイエンス
（山本・長田）

1
栄養化学
（岡）

機器分析学
（三枝・福内）

2
機器分析学

（三枝・福内）
栄養化学
（岡）

1
製剤学２
（黄倉）

有機化学３
（杉山）

2
有機化学３
（杉山）

製剤学２
（黄倉）

1

2

　薬学実習４：１０月２０日（木）〜１１月１４日（月）（ガイダンス含）。
　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

木
薬学実習４

または語学演習１
または演習

金
薬学実習４
または演習

土 補講 補講

火
薬学実習４

または語学演習１
または演習

水 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目

　薬学実習３：４月８日（金）〜４月２８日（木）。
　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

2022年度　薬学部 ［２年 後期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習４
または演習

金
薬学実習３
または演習

土 補講 補講

水 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目 【選】共通教育科目

木
薬学実習３

または語学演習１
または演習

火
薬学実習３

または語学演習１
または演習

2022年度　薬学部 ［２年 前期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習３
または演習
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時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
環境衛生学

（山本・下山）
臨床分析学

（安田・福内）

2
臨床分析学

（安田・福内）
環境衛生学

（山本・下山）

1
感染免疫学

（本間・青木）
病態・薬理学４

（厚味）

2
病態・薬理学４

（厚味）
感染免疫学

（本間・青木）

1
薬学統計学

（青木・森千）
調剤学

（渡辺茂・渡部多）

2
調剤学

（渡辺茂・渡部多）
薬学統計学

（青木・森千）

1
衛生化学
（荒田）

有機化学４
（忍足）

2
有機化学４
（忍足）

衛生化学
（荒田）

1
病態・薬理学３

（大藏）
生物薬剤学

（鈴木亮・小俣）

2
生物薬剤学

（鈴木亮・小俣）
病態・薬理学３

（大藏）

1

2

時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
放射薬品学

（宮田・長田）
医薬品化学１
（橘高ほか）

2
医薬品化学１
（橘高ほか）

放射薬品学
（宮田・長田）

1
分子生物学

（本間光・森千）
医薬品情報学

（丸山・安原）

2
医薬品情報学

（丸山・安原）
分子生物学

（本間光・森千）

1
生薬学・天然物化学

（山岡・田畑）
病態・薬理学５

（小野）

2
病態・薬理学５

（小野）
生薬学・天然物化学

（山岡・田畑）

1
薬物治療学１

（板垣）
薬物動態学
（久保）

2
薬物動態学
（久保）

薬物治療学１
（板垣）

1
病態・薬理学６
（宮田・河村）

毒性学
（鈴木俊・北）

2
毒性学

（鈴木俊・北）
病態・薬理学６
（宮田・河村）

1

2

　薬学実習７：１１月１７日（木）〜１２月６日（火）（ガイダンス含）。
　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

木
薬学実習７

または語学演習２
または演習

金

薬学実習７
または

医療コミュニケーション２
または演習

土 補講 補講

火
薬学実習７

または語学演習２
または演習

水

　薬学実習５：５月６日（金）〜５月２５日（水）（ガイダンス含）、薬学実習６：６月７日（火）〜６月２７日（月）（ガイダンス含）。
　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。
　午前の講義室は、ガイダンスで通達する。

2022年度　薬学部 ［３年 後期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習７
または演習

金
薬学実習５または薬学実習６

または演習

土 補講 補講

水

木
薬学実習５または薬学実習６

または語学演習２
または演習

火
薬学実習５または薬学実習６

または語学演習２
または演習

2022年度　薬学部 ［３年 前期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月
薬学実習５または薬学実習６

または演習
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時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1
薬物治療学２

（安藤）
漢方医学概論

（山岡）

2
漢方医学概論

（山岡）
薬物治療学２

（安藤）

1
保健衛生学

（鈴木俊・本間太）
医薬品安全性学
（渡邊真ほか）

2
医薬品安全性学
（渡邊真ほか）

保健衛生学
（鈴木俊・本間太）

1
薬物治療学３

（飯島・板垣）
地域医療論

（安原ほか）

2
地域医療論

（安原ほか）
薬物治療学３

（飯島・板垣）

1
薬物動態制御学
（鈴木亮ほか）

薬物治療学４
（渡邊真ほか）

2
薬物治療学４

（渡邊真ほか）
薬物動態制御学
（鈴木亮ほか）

1
医薬品化学２

（橘高・杉山）
薬事関係法規・制度

（丸山ほか）

2
薬事関係法規・制度

（丸山ほか）
医薬品化学２

（橘高・杉山）

1

2

月～金曜日（1～５時限）
　基礎薬学特論１、基礎薬学特論２（９月）
　基礎薬学特論３、衛生薬学特論（１０～１１月）
　薬物動態制御学（１１月）
　薬学統合演習１（９～１０月、１月）
　薬学演習（４～１２月）

講義や演習は、１組-３０３教室、２組-３０４教室を原則とする。
薬学実習１０（１０～１２月）多目的実習室などで行われる。

土曜日は、必要に応じて講義などが行われることがある。

日程の詳細は、行事予定表を参照すること。

◯講義：　学校期に、薬学最前線、医療コミュニケーション４の２つの講義がある。

薬学実習８・９
または薬学演習

または医療コミュニケーション３
または演習

薬学実習８・９
または薬学演習

または医療コミュニケーション３
または演習

金

土 補講 補講

2022年度　薬学部 ［４年 後期］ 時間割

帝京大学 薬学部

2022年度　薬学部 ［５年］ 時間割

帝京大学 薬学部

2022年度　薬学部 ［４年 前期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月

薬学実習８・９
または薬学演習

または医療コミュニケーション３
または演習

　薬学実習８（実務実習事前学習）：４月１２日（火）〜５月２０日（金）（ガイダンス含）。
　薬学実習９：５月３１日（火）～６月２３日（木）（ガイダンス含）。
　医療コミュニケーション３、薬学演習の日程の詳細は、別途通達する。
　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。午前の講義室は、１組-３０３教室、２組-３０４教室を原則とする。

火

水

薬学実習８・９
または薬学演習

または医療コミュニケーション３
または演習

薬学実習８・９
または薬学演習

または医療コミュニケーション３
または演習

木

第１期 第２期 第３期 第４期

A組 薬局実習 病院実習 卒業研究 卒業研究
B組 卒業研究 薬局実習 病院実習 卒業研究
C組 卒業研究 卒業研究 薬局実習 病院実習

２月２１日（月）～５月８日（日） ５月２３日（月）～８月７日（日） ８月２２日（月）～１１月６日（日） １１月２１日（月）～２月１２日（日）
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時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

時限 1 2 3 4 5

時間 9:00〜10:30 10:45〜12:15 13:05〜14:35 14:50〜16:20 16:35〜18:05

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

金 特別補講 特別補講

　　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。講義室は、１組-３０１教室、２組-４０１教室を原則とする。

土 補講 補講 補講 補講 補講

木 特別補講 特別補講

　　土曜日の補講は、必要に応じて不定期に行われる。午前の講義室は、１組-３０１教室、２組-４０１教室を原則とする。

2022年度　薬学部 ［６年 後期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月

薬学総合講義４：９月〜１１月
＊日程の詳細は、行事予定表を参照。

特別補講 特別補講

火 特別補講 特別補講

水 特別補講 特別補講

補講

木
卒論実習

または演習
卒論実習 卒論実習

金
卒論実習

または演習
卒論実習 卒論実習

土 補講 補講 補講 補講

2022年度　薬学部 ［６年 前期］ 時間割

帝京大学 薬学部

曜日

月

薬学統合演習２
薬学総合講義１(物理・生物・衛生）
薬学総合講義２(化学・薬剤・病態薬治 )
薬学総合講義３(薬理・実務・法規 )

＊科目ごとに集中型講義
＊日程の詳細は、行事予定表を参照。

卒論実習
または演習

卒論実習 卒論実習

火
卒論実習

または演習
卒論実習 卒論実習

水
卒論実習

または演習
卒論実習 卒論実習
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験

国
家

試
験

発
表

薬
学

統
合

演
習

2
（
予

備
日

）

薬
学

統
合

演
習

2
-
5

薬
学

統
合

演
習

2
-
6

薬
学

統
合

演
習

2
-
7

薬
学

統
合

演
習

2
-
8

大
学

院

午
前

午
後

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
金

新
２

年
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
新

２
年

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

2
土

3
日

4
月

入
学

式
（
日

本
武

道
館

）
入

学
式

ガ
イ

ダ
ン

ス
月

①
月

①
語

学
演

習
２

１
組

 ①
月

①
前

期
薬

学
演

習
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
/

第
2
回

実
務

実
習

ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
（
事

務
）

薬
学

統
合

演
習

2
-
9

卒
論

実
習

5
火

ガ
イ

ダ
ン

ス
担

任
顔

合
わ

せ
基

礎
学

力
試

験
火

①
薬

学
生

の
た

め
の

学
び

方
講

座
A

火
①

臨
床

学
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
火

①
演

習
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
0

卒
論

実
習

6
水

ガ
イ

ダ
ン

ス
担

任
顔

合
わ

せ
選

択
科

目
①

水
①

選
択

科
目

①
水

①
薬

学
生

の
た

め
の

学
び

方
講

座
A

水
①

健
康

診
断

薬
学

統
合

演
習

2
-
1
1

卒
論

実
習

7
木

木
①

薬
学

生
の

た
め

の
学

び
方

講
座

Ⅰ
木

①
木

①
健

康
診

断
木

①
演

習
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
2

卒
論

実
習

8
金

健
康

診
断

金
①

薬
学

実
習

３
金

①
語

学
演

習
２

２
組

 ①
金

①
第

2
回

配
属

ガ
イ

ダ
ン

ス
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
3

卒
論

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス

9
土

1
0

日

1
1

月
月

①
演

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

健
康

診
断

月
②

演
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
月

②
第

２
回

配
属

希
望

調
査

薬
学

統
合

演
習

2
-
1
4

健
康

診
断

月
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
2

火
火

①
早

期
臨

床
体

験
ガ

イ
ダ

ン
ス

：
病

院
火

②
火

②
語

学
演

習
２

１
組

 ②
火

②
A

　
医

療
コ

ミ
ュ

３
-
①

B
　

薬
学

実
習

８
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
5

卒
論

実
習

火
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
3

水
水

①
選

択
科

目
②

水
②

選
択

科
目

②
水

②
演

習
１

-
１

水
②

第
３

回
配

属
希

望
調

査
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
6

卒
論

実
習

水
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
4

木
木

②
演

習
１

-
１

木
②

木
②

語
学

演
習

２
２

組
 ②

木
②

A
　

薬
学

実
習

８
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
B

　
医

療
コ

ミ
ュ

３
-
①

薬
学

統
合

演
習

2
-
1
7

卒
論

実
習

木
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
5

金
金

①
演

習
１

-
２

金
②

金
②

演
習

１
-
２

金
②

薬
学

演
習

①
薬

学
統

合
演

習
2
-
1
8

卒
論

実
習

金
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
6

土
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
土

①
履

修
登

録
届

提
出

期
間

1
7

日

1
8

月
月

②
演

習
１

-
３

月
②

月
③

演
習

１
-
３

月
③

薬
学

実
習

８
-
①

薬
学

統
合

演
習

2
-
1
9

卒
論

実
習

月
②

1
9

火
火

②
早

期
臨

床
体

験
病

院
①

火
③

火
③

語
学

演
習

２
１

組
 ③

火
③

薬
学

実
習

８
-
②

薬
学

統
合

演
習

2
-
2
0

卒
論

実
習

火
②

2
0

水
水

②
選

択
科

目
③

水
③

選
択

科
目

③
水

③
演

習
１

-
４

水
③

配
属

研
究

室
顔

合
わ

せ
薬

学
統

合
演

習
2
-
2
1

卒
論

実
習

水
②

2
1

木
木

③
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
①

Ａ
木

③
木

③
語

学
演

習
２

２
組

 ③
木

③
薬

学
実

習
８

-
③

薬
学

統
合

演
習

2
-
2
2

卒
論

実
習

木
②

2
2

金
金

②
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
①

B
金

③
金

③
演

習
１

-
５

金
③

薬
学

実
習

８
-
④

薬
学

統
合

演
習

2
-
2
3

卒
論

実
習

金
②

2
3

土
土

②

2
4

日

2
5

月
月

③
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
①

C
月

③
薬

学
実

習
３

予
備

日
月

④
演

習
１

-
６

月
④

薬
学

実
習

８
 予

備
日

月
③

2
6

火
火

③
早

期
臨

床
体

験
病

院
②

火
④

火
④

語
学

演
習

２
１

組
 ④

火
④

A
　

医
療

コ
ミ

ュ
３

-
②

B
　

演
習

火
③

2
7

水
水

③
選

択
科

目
④

水
④

選
択

科
目

④
水

④
演

習
１

-
７

水
④

薬
学

演
習

補
充

演
習

水
③

2
8

木
木

④
演

習
１

-
４

木
④

薬
学

実
習

３
実

習
試

験
木

④
語

学
演

習
２

２
組

 ④
木

④
A

　
演

習
B

　
医

療
コ

ミ
ュ

３
-
②

木
③

2
9

金
昭

和
の

日

3
0

土
土

③

薬
学

実
習

３

薬
学

実
習

３

薬
学

実
習

３

薬
学

実
習

３

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

模
擬

試
験

復
習

 模
擬

試
験

（
予

備
日

）

2
0
2
2
年

度
第

１
期

薬
局

実
習

（
A

組
）

２
/
２

１
（
月

）
～

５
/
８

（
日

）

薬
学

統
合

演
習

２
 定

期
試

験

定
期

試
験

復
習

 定
期

試
験

（
予

備
日

）

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
模

試

卒
論

実
習

４ 月

日
共

　
通

１
　

年
曜

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

２
　

年
３

　
年

４
　

年
５

　
年

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

薬
学

統
合

演
習

2
（
予

備
日

）

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

６
　

年
大

学
院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

卒
論

実
習
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
日

2
月

月
④

演
習

１
-
５

月
④

演
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
月

⑤
演

習
１

-
８

月
⑤

演
習

月
④

3
火

憲
法

記
念

日

4
水

み
ど

り
の

日

5
木

こ
ど

も
の

日

6
金

金
③

演
習

１
-
６

金
④

演
習

１
-
１

金
④

薬
学

実
習

５
ガ

イ
ダ

ン
ス

金
④

薬
学

演
習

②
薬

学
総

合
講

義
1
-
1

(物
理

・
生

物
・
衛

生
）

卒
論

/
演

習
金

③

7
土

薬
学

総
合

講
義

1
-
2

演
習

土
④

8
日

9
月

月
⑤

月
⑤

薬
学

実
習

３
実

習
試

験
追

再
試

月
⑥

月
⑥

薬
学

実
習

８
-
⑤

薬
学

総
合

講
義

1
-
3

卒
論

/
演

習
月

⑤

1
0

火
火

④
火

⑤
演

習
１

-
２

火
⑤

火
⑤

薬
学

実
習

８
-
⑥

薬
学

総
合

講
義

1
-
4

卒
論

/
演

習
/
帝

京
病

院
就

職
説

明
会

火
④

1
1

水
水

④
選

択
科

目
⑤

水
⑤

選
択

科
目

⑤
水

⑤
演

習
１

-
９

水
⑤

演
習

薬
学

総
合

講
義

1
-
5

卒
論

/
演

習
水

④

1
2

木
木

⑤
木

⑤
演

習
１

-
３

木
⑤

木
⑤

薬
学

実
習

８
-
⑦

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
業

生
に

よ
る

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
予

備
日

卒
業

生
に

よ
る

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
薬

学
総

合
講

義
1
-
6

卒
論

/
演

習
木

④

1
3

金
金

④
金

⑤
演

習
１

-
４

金
⑤

金
⑤

薬
学

実
習

８
-
⑧

薬
学

総
合

講
義

1
-
7

卒
論

/
演

習
金

④

1
4

土
土

⑤

1
5

日

1
6

月
月

⑥
確

認
テ

ス
ト

月
⑥

語
学

演
習

１
１

，
２

組
 ①

月
⑦

月
⑦

薬
学

実
習

８
-
⑨

薬
学

総
合

講
義

1
-
8

卒
論

/
演

習
月

⑥

1
7

火
火

⑤
早

期
臨

床
体

験
病

院
③

火
⑥

語
学

演
習

１
１

組
 ②

火
⑥

火
⑥

薬
学

実
習

８
-
⑩

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
全

体
/
C

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
全

体
/
A

・
B

組
）

予
備

日
薬

学
総

合
講

義
1
-
9

卒
論

/
演

習
火

⑤

1
8

水
水

⑤
選

択
科

目
⑥

水
⑥

選
択

科
目

⑥
水

⑥
薬

学
実

習
５

予
備

日
/

演
習

１
-
１

０
水

⑥
演

習
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
0

卒
論

/
演

習
水

⑤

1
9

木
木

⑥
早

期
臨

床
体

験
病

院
④

木
⑥

語
学

演
習

１
２

組
 ②

木
⑥

演
習

１
-
１

１
木

⑥
薬

学
実

習
８

-
⑪

薬
学

総
合

講
義

1
-
1
1

卒
論

/
演

習
木

⑤

2
0

金
金

⑤
薬

学
実

習
１

ガ
イ

ダ
ン

ス
金

⑥
確

認
テ

ス
ト

金
⑥

演
習

１
-
１

２
金

⑥
薬

学
実

習
８

予
備

日
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
2

卒
論

/
演

習
金

⑤

2
1

土
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
3

演
習

土
⑥

2
2

日

2
3

月
月

⑦
月

⑦
月

⑧
演

習
１

-
１

３
月

⑧
薬

学
演

習
補

充
演

習
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
4

卒
論

/
演

習
月

⑦

2
4

火
火

⑥
火

⑦
火

⑦
演

習
１

-
１

４
火

⑦
演

習
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
5

卒
論

/
演

習
火

⑥

2
5

水
水

⑥
選

択
科

目
⑦

水
⑦

選
択

科
目

⑦
水

⑦
薬

学
実

習
５

実
習

試
験

水
⑦

演
習

薬
学

総
合

講
義

1
-
1
6

卒
論

/
演

習
水

⑥

2
6

木
木

⑦
薬

学
実

習
１

木
⑦

木
⑦

演
習

１
-
１

５
木

⑦
演

習
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
7

卒
論

/
演

習
木

⑥

2
7

金
金

⑥
演

習
１

-
７

金
⑦

金
⑦

確
認

テ
ス

ト
金

⑦
演

習
薬

学
総

合
講

義
1
-
1
8

卒
論

/
演

習
金

⑥

2
8

土
土

⑦

2
9

日

3
0

月
月

⑧
演

習
１

-
８

月
⑧

演
習

１
-
５

月
⑨

月
⑨

演
習

薬
学

最
前

線
（
Ｃ

組
）

月
⑧

3
1

火
火

⑦
薬

学
実

習
１

火
⑧

語
学

演
習

１
１

組
 ③

火
⑧

火
⑧

A
　

医
療

コ
ミ

ュ
３

-
③

B
　

実
習

９
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
火

⑦

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

学
力

測
定

試
験

振
返

り
教

育
（
A

組
）

直
前

教
育

（
Ｂ

組
）

５
　

年

定
期

試
験

Ⅰ
 (物

理
・
生

物
・
衛

生
）

６
　

年

定
期

試
験

Ⅰ
復

習
定

期
試

験
Ⅰ

（
予

備
日

）

2
0
2
2
年

度
第

１
期

薬
局

実
習

（
A

組
）

２
/
２

１
（
月

）
～

５
/
８

（
日

）

2
0
2
2
年

度
第

２
期

病
院

実
習

（
A

組
）

第
２

期
薬

局
実

習
（
B

組
）

５
/
２

３
（
月

）
～

８
/
７

（
日

）

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

薬
学

総
合

講
義

１
 （
予

備
日

）

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ａ

組
）

予
備

日
/
帝

京
病

院
就

職
説

明
会

薬
学

実
習

１

５ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

薬
学

実
習

５

確
認

テ
ス

ト

薬
学

実
習

５

確
認

テ
ス

ト

確
認

テ
ス

ト

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

/
帝

京
病

院
就

職
説

明
会

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

学
力

測
定

試
験

学
力

測
定

試
験

 見
直

し
学

力
測

定
試

験
 見

直
し

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

予
備

日

大
学

院

実
務

実
習

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定 ４
　

年

薬
学

実
習

５

確
認

テ
ス

ト

確
認

テ
ス

ト

予
備

日
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
水

水
⑦

選
択

科
目

⑧
水

⑧
選

択
科

目
⑧

水
⑧

薬
学

実
習

５
実

習
試

験
追

再
試

水
⑧

演
習

薬
学

総
合

講
義

2
-
1

(化
学

・
薬

剤
・

薬
理

病
態

薬
治

Ａ
 )

卒
論

/
演

習
水

⑦

2
木

木
⑧

木
⑧

演
習

１
-
６

木
⑧

木
⑧

A
　

実
習

９
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
B

　
医

療
コ

ミ
ュ

３
-
③

薬
学

総
合

講
義

2
-
2

卒
論

/
演

習
木

⑦

3
金

金
⑦

金
⑧

演
習

１
-
７

金
⑧

金
⑧

演
習

薬
学

総
合

講
義

2
-
3

卒
論

/
演

習
金

⑦

4
土

土
⑧

5
日

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス

6
月

月
⑨

薬
学

実
習

１
予

備
日

月
⑨

演
習

１
-
８

月
⑩

演
習

１
-
１

６
月

⑩
薬

学
演

習
③

薬
学

最
前

線
（
Ｃ

組
）

薬
学

総
合

講
義

2
-
4

卒
論

/
演

習

7
火

火
⑧

薬
学

実
習

１
実

習
試

験
火

⑨
語

学
演

習
１

２
組

 ③
火

⑨
薬

学
実

習
６

ガ
イ

ダ
ン

ス
火

⑨
医

薬
品

安
全

性
学

（
演

習
）

薬
学

総
合

講
義

2
-
5

卒
論

/
演

習
火

⑧

8
水

水
⑧

選
択

科
目

⑨
水

⑨
選

択
科

目
⑨

水
⑨

演
習

１
-
１

７
水

⑨
演

習
薬

学
総

合
講

義
2
-
6

卒
論

/
演

習
水

⑧

9
木

木
⑨

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

②
A

木
⑨

演
習

１
-
９

木
⑨

木
⑨

薬
学

総
合

講
義

2
-
7

卒
論

/
演

習
木

⑧

1
0

金
金

⑧
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
②

B
金

⑨
演

習
１

-
１

０
金

⑨
金

⑨
薬

学
総

合
講

義
2
-
8

卒
論

/
演

習
金

⑧

1
1

土

1
2

日

1
3

月
月

⑩
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
②

C
月

⑩
演

習
１

-
１

１
月

⑪
月

⑪
薬

学
最

前
線

（
Ｃ

組
）

薬
学

総
合

講
義

2
-
9

卒
論

/
演

習

1
4

火
火

⑨
早

期
臨

床
体

験
病

院
⑤

火
⑩

語
学

演
習

１
１

組
 ④

火
⑩

火
⑩

薬
学

総
合

講
義

2
-
1
0

卒
論

/
演

習

1
5

水
水

⑨
選

択
科

目
⑩

水
⑩

選
択

科
目

⑩
水

⑩
演

習
１

-
１

８
水

⑩
演

習
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
1

卒
論

/
演

習

1
6

木
木

⑩
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
③

A
木

⑩
演

習
１

-
１

２
木

⑩
木

⑩
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
2

卒
論

/
演

習

1
7

金
金

⑨
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
③

B
金

⑩
演

習
１

-
１

３
金

⑩
金

⑩
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
3

卒
論

/
演

習

1
8

土
医

薬
品

安
全

性
学

（
薬

害
）

1
9

日

2
0

月
月

⑪
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
 ③

C
月

⑪
演

習
１

-
１

４
月

⑫
月

⑫
薬

学
最

前
線

（
Ｃ

組
）

薬
学

総
合

講
義

2
-
1
4

卒
論

/
演

習

2
1

火
火

⑩
演

習
１

-
９

火
⑪

演
習

１
-
１

５
火

⑪
火

⑪
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
5

卒
論

/
演

習

2
2

水
水

⑩
選

択
科

目
⑪

水
⑪

選
択

科
目

⑪
水

⑪
演

習
１

-
１

９
水

⑪
薬

学
実

習
９

予
備

日
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
6

卒
論

/
演

習

2
3

木
木

⑪
早

期
臨

床
体

験
病

院
⑥

木
⑪

演
習

１
-
１

６
木

⑪
薬

学
実

習
６

木
⑪

薬
学

実
習

９
実

習
試

験
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
7

卒
論

/
演

習

2
4

金
金

⑩
ヒ

ュ
ー

マ
ン

コ
ミ

ュ
金

⑪
演

習
１

-
１

７
金

⑪
薬

学
実

習
６

予
備

日
金

⑪
薬

学
演

習
補

充
演

習
薬

学
総

合
講

義
2
-
1
8

卒
論

/
演

習

2
5

土

2
6

日

2
7

月
月

⑫
演

習
１

-
１

０
月

⑫
水
⑫

水
⑫

薬
学

実
習

６
実

習
試

験
水
⑫

薬
学

実
習

９
実

習
試

験
予

備
日

薬
学

最
前

線
（
Ｃ

組
）

2
8

火
火

⑪
早

期
臨

床
体

験
病

院
⑦

火
⑫

語
学

演
習

１
２

組
 ④

火
⑫

演
習

１
-
２

０
火

⑫
演

習

2
9

水
創

立
記

念
日

3
0

木
木

⑫
演

習
１

-
１

１
木

⑫
演

習
１

-
１

８
木

⑫
ガ

イ
ダ

ン
ス

木
⑫

1
組

　
第

2
回

教
務

ガ
イ

ダ
ン

ス

薬
学

総
合

講
義

3
-
1

(薬
理

病
態

薬
治

Ｂ
・

実
務

・
法

規
）

卒
論

/
演

習

薬
学

実
習

１

2
0
2
2
年

度
第

２
期

病
院

実
習

（
A

組
）

第
２

期
薬

局
実

習
（
B

組
）

５
/
２

３
（
月

）
～

８
/
７

（
日

）

薬
学

総
合

講
義

2
（
予

備
日

）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

定
期

試
験

Ⅰ
復

習
定

期
試

験
Ⅰ

（
予

備
日

）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

実
務

実
習

定
期

試
験

Ⅰ
(化

学
・
薬

剤
・
薬

理
病

態
薬

治
Ａ

）

薬
学

実
習

９

薬
学

実
習

９

薬
学

実
習

９

大
学

院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

前
期

科
目

定
期

試
験

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

第
1
回

C
B

T
模

試

６ 月

日
曜

共
　

通

薬
学

実
習

６

薬
学

実
習

６

薬
学

実
習

６

薬
学

実
習

６

２
　

年
３

　
年

確
認

テ
ス

ト

薬
学

実
習

９

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

１
　

年
４

　
年

５
　

年
６

　
年
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
金

金
⑪

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

金
⑫

演
習

１
-
１

９
金

⑫
薬

学
実

習
６

実
習

試
験

追
再

試
金

⑫
2
組

　
第

2
回

教
務

ガ
イ

ダ
ン

ス
薬

学
総

合
講

義
3
-
2

卒
論

/
演

習

2
土

薬
学

総
合

講
義

3
-
3

卒
論

/
演

習

3
日

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス

4
月

金
⑫

早
期

体
験

学
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
：
薬

局
薬

学
総

合
講

義
3
-
4

卒
論

/
演

習

5
火

火
⑫

早
期

臨
床

体
験

病
院

⑧
薬

学
総

合
講

義
3
-
5

卒
論

/
演

習

6
水

水
⑪

選
択

科
目

⑫
選

択
科

目
⑫

薬
学

総
合

講
義

3
-
6

卒
論

/
演

習

7
木

薬
学

総
合

講
義

3
-
7

卒
論

/
演

習

8
金

薬
学

総
合

講
義

3
-
8

卒
論

/
演

習

9
土

1
0

日

1
1

月
定

期
試

験
（
Ｃ

組
）

薬
学

総
合

講
義

3
-
9

卒
論

/
演

習

1
2

火
定

期
試

験
（
予

備
日

）
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
0

卒
論

/
演

習

1
3

水
水

⑫
選

択
科

目
⑬

選
択

科
目

⑬
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
1

卒
論

/
演

習

1
4

木
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
2

卒
論

/
演

習

1
5

金
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
3

卒
論

/
演

習

1
6

土

1
7

日

1
8

月
海

の
日

1
9

火
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
4

卒
論

/
演

習

2
0

水
選

択
科

目
⑭

選
択

科
目

⑭
薬

学
総

合
講

義
3
-
1
5

卒
論

/
演

習

2
1

木
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

2
2

金
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

2
3

土

2
4

日

2
5

月
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

2
6

火
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

2
7

水
定

期
試

験
選

択
科

目
⑮

定
期

試
験

選
択

科
目

⑮
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

2
8

木

2
9

金
卒

論
発

表
会

（
準

備
）

卒
論

発
表

会

3
0

土

3
1

日

試
験

予
備

日

実
務

実
習

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

３
　

年

試
験

予
備

日

前
期

科
目

補
講

期
間

前
期

科
目

補
講

期
間

試
験

予
備

日
試

験
予

備
日

前
期

科
目

補
講

期
間

試
験

予
備

日

2
0
2
2
年

度
第

２
期

病
院

実
習

（
A

組
）

第
２

期
薬

局
実

習
（
B

組
）

５
/
２

３
（
月

）
～

８
/
７

（
日

）

薬
学

総
合

講
義

3
（
予

備
日

）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

前
期

科
目

補
講

期
間

卒
論

発
表

会

定
期

試
験

Ⅰ
(薬

理
病

態
薬

治
Ｂ

・
実

務
・
法

規
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｃ

組
）

前
期

科
目

補
講

期
間

前
期

科
目

補
講

期
間

卒
論

実
習

 （
Ｃ

組
）

試
験

予
備

日
試

験
予

備
日

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
①

７ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
５

　
年

大
学

院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

４
　

年
６

　
年

卒
論

実
習

卒
論

実
習

卒
論

実
習

定
期

試
験

Ⅰ
復

習
定

期
試

験
Ⅰ

予
備

日

試
験

予
備

日２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

薬
学

総
合

講
義

3
（
予

備
日

）
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
月

2
火

3
水

4
木

5
金

6
土

7
日

8
月

9
火

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス

1
0

水
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

1
1

木
山

の
日

1
2

金

1
3

土

1
4

日

1
5

月

1
6

火
ガ

イ
ダ

ン
ス

(全
体

/
Ａ

組
）

学
力

測
定

試
験

見
直

し
ガ

イ
ダ

ン
ス

(全
体

/
B

・
C

組
)

学
力

測
定

試
験

見
直

し

1
7

水

1
8

木

1
9

金

2
0

土

2
1

日

2
2

月

2
3

火

2
4

水
前

期
科

目
追

再
試

験
①

前
期

科
目

追
再

試
験

②

前
期

科
目

追
再

試
験

①
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

②
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

①
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

②
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

①
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

②
/

認
定

試
験

2
5

木
前

期
科

目
追

再
試

験
③

前
期

科
目

追
再

試
験

④

前
期

科
目

追
再

試
験

③
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

④
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

③
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

④
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

③
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

④
/

認
定

試
験

2
6

金
前

期
科

目
追

再
試

験
⑤

前
期

科
目

追
再

試
験

⑥

前
期

科
目

追
再

試
験

⑤
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑥
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑤
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑥
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑤
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑥
/

認
定

試
験

博
士

課
程

中
間

発
表

会

2
7

土

2
8

日

2
9

月
前

期
科

目
追

再
試

験
⑦

前
期

科
目

追
再

試
験

⑧

前
期

科
目

追
再

試
験

⑦
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑧
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑦
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑧
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑦
/

認
定

試
験

前
期

科
目

追
再

試
験

⑧
/

認
定

試
験

特
別

補
講

-
1

面
談

夏
期

休
業

2
0
2
2
年

度
第

２
期

病
院

実
習

（
A

組
）

第
２

期
薬

局
実

習
（
B

組
）

５
/
２

３
（
月

）
～

８
/
７

（
日

）

休
暇

 （
Ｃ

組
）

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ｂ

組
）

総
合

講
義

定
期

試
験

Ⅱ
（
薬

理
病

態
薬

治
Ｂ

・
法

規
・
実

務
）

定
期

試
験

Ⅱ
復

習
定

期
試

験
Ⅱ

（
予

備
日

）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
模

試

総
合

講
義

定
期

試
験

Ⅱ
（
化

学
・
薬

理
病

態
薬

治
Ａ

）

模
試

復
習

 模
試

（
予

備
日

）

学
力

測
定

試
験

学
力

測
定

試
験

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

学
力

測
定

試
験

の
見

直
し

振
返

り
教

育
（
B

組
）

直
前

教
育

（
Ｃ

組
）

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ｂ

組
）

総
合

講
義

定
期

試
験

Ⅱ
（
物

理
・
薬

剤
）

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
②

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
模

試

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
④

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
⑥

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
⑤

高
齢

者
福

祉
施

設
実

習
（
実

習
期

間
の

う
ち

い
ず

れ
か

半
日

）

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
③

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
⑦

早
期

臨
床

体
験

薬
局

（
半

日
）
⑧

前
期

科
目

追
再

試
験

（
予

備
日

）

高
齢

者
福

祉
施

設
実

習
（
実

習
期

間
の

う
ち

い
ず

れ
か

半
日

）

大
学

院

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

８ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

４
　

年
５

　
年

休
暇

（
Ａ

組
）

実
務

実
習

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

６
　

年

高
齢

者
福

祉
施

設
実

習
（
実

習
期

間
の

う
ち

い
ず

れ
か

半
日

）

2
0
2
2
年

度
第

３
期

病
院

実
習

（
B

組
）

第
３

期
薬

局
実

習
（
C

組
）

８
/
２

２
（
月

）
～

１
１

/
６

（
日

）

高
齢

者
福

祉
施

設
実

習
（
実

習
期

間
の

う
ち

い
ず

れ
か

半
日

）

総
合

講
義

定
期

試
験

Ⅱ
（
生

物
・
衛

生
）

前
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験
（
予

備
日

）
前

期
科

目
追

再
試

験
/
認

定
試

験
（
予

備
日

）
前

期
科

目
追

再
試

験
/
認

定
試

験
（
予

備
日

）

3
0
火

前
期
科
目

追
再
試
験
⑨

前
期
科
目

追
再
試
験

（
予
備
日
）

前
期
科
目

追
再
試
験
⑨
/

認
定
試
験

前
期
科
目

追
再
試
験
/

認
定
試
験

（
予
備
日
）

前
期
科
目

追
再
試
験
⑨
/

認
定
試
験

前
期
科
目

追
再
試
験
⑩
/

認
定
試
験

前
期
科
目

追
再
試
験
⑨
/

認
定
試
験

前
期
科
目

追
再
試
験
⑩
/

認
定
試
験

特
別
補
講
-
2

面
談

3
1
水

特
別
補
講
-
3

面
談

医
療
コ
ミ
ュ
３
-
④
（
事
前
講
義
）

C
B
T
体
験
受
験
ガ
イ
ダ
ン
ス

薬
学
統
合
演
習
１
ガ
イ
ダ
ン
ス

第
3
回
教
務
ガ
イ
ダ
ン
ス

卒
論
実
習

（
Ａ
組
）

前
期
科
目
追
再
試
験

（
予
備
日
）

前
期
科
目
追
再
試
験
/
認
定
試
験

（
予
備
日
）

前
期
科
目
認
定
試
験

（
予
備
日
）

８ 月

2
0
2
2
年
度

第
３
期
病
院
実
習
（
B
組
）

第
３
期
薬
局
実
習
（
C
組
）

８
/
２
２
（
月
）

～
１
１
/
６
（
日
）
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
木

特
別

補
講

-
4

面
談

2
金

特
別

補
講

-
5

面
談

3
土

4
日

5
月

薬
学

総
合

講
義

4
-
1

特
別

補
講

-
6

月
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

6
火

薬
学

総
合

講
義

4
-
2

特
別

補
講

-
7

火
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

7
水

薬
学

総
合

講
義

4
-
3

特
別

補
講

-
8

水
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

8
木

薬
学

総
合

講
義

4
-
4

特
別

補
講

-
9

木
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

9
金

薬
学

演
習

④
薬

学
統

合
演

習
１

薬
学

統
合

演
習

１
薬

学
総

合
講

義
4
-
5

特
別

補
講

-
1
0

金
①

履
修

登
録

届
提

出
期

間

1
0

土
予

備
校

特
別

講
義

①
土

①
履

修
登

録
届

提
出

期
間

1
1

日

1
2

月
薬

学
最

前
線

（
A

組
）

薬
学

総
合

講
義

4
-
6

特
別

補
講

-
1
1

月
②

1
3

火
薬

学
総

合
講

義
4
-
7

特
別

補
講

-
1
2

火
②

1
4

水
選

択
科

目
①

選
択

科
目

①
薬

学
総

合
講

義
4
-
8

水
②

1
5

木
薬

学
演

習
⑤

薬
学

統
合

演
習

１
薬

学
統

合
演

習
１

木
②

1
6

金
金

②

1
7

土
土

②

1
8

日

1
9

月
敬

老
の

日

教
務

ガ
イ

ダ
ン

ス
薬

学
生

の
た

め
の

学
び

方
講

座
Ⅱ

薬
学

へ
の

招
待

２
①

2
1

水
水

①
選

択
科

目
②

水
①

選
択

科
目

②
水

①
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
学

総
合

講
義

4
-
9

特
別

補
講

-
1
4

水
③

2
2

木
木

①
薬

学
実

習
２

ガ
イ

ダ
ン

ス
木

①
語

学
演

習
１

１
組

 ⑤
木

①
演

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
学

統
合

演
習

１
試

験
第

1
回

O
S
C

E
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
薬

学
実

習
１

０
ｶ
ﾞｲ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
薬

学
総

合
講

義
4
-
1
0

特
別

補
講

-
1
5

木
③

2
3

金
秋

分
の

日

2
4

土
土

③

2
5

日

2
6

月
月

①
月

①
演

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

月
①

演
習

２
-
１

薬
学

最
前

線
（
A

組
）

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
1

特
別

補
講

-
1
6

月
③

2
7

火
火

①
火

①
語

学
演

習
１

２
組

⑤
火

①
演

習
２

-
２

基
礎

１
、

２
 ①

薬
学

実
習

１
０

-
①

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
2

特
別

補
講

-
1
7

火
④

2
8

水
水

②
選

択
科

目
③

水
②

選
択

科
目

③
水

②
演

習
２

-
３

基
礎

１
、

２
 ②

薬
学

実
習

１
０

-
②

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
3

特
別

補
講

-
1
8

水
④

2
9

木
木

②
木

②
演

習
２

-
１

木
②

演
習

２
-
４

基
礎

１
、

２
 ③

薬
学

実
習

１
０

-
③

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
4

特
別

補
講

-
1
9

木
④

学
位

申
請

の
手

引
き

配
布

3
0

金
卒

延
生

卒
業

式
金

①
金

①
演

習
２

-
２

金
①

医
療

コ
ミ

ュ
２

-
①

基
礎

１
、

２
 ④

予
備

校
特

別
講

義
②

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
5

特
別

補
講

-
2
0

金
③

C
B

T
体

験
受

験
（
予

備
日

）

薬
学

統
合

演
習

１
　

予
備

日

第
２

回
C

B
T
模

試

４
　

年

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

実
務

実
習

前
期

科
目

追
再

試
験

（
予

備
日

）
前

期
科

目
追

再
試

験
/
認

定
試

験
（
予

備
日

）

６
　

年

火
③

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

2
0
2
2
年

度
第

３
期

病
院

実
習

（
B

組
）

第
３

期
薬

局
実

習
（
C

組
）

８
/
２

２
（
月

）
～

１
１

/
６

（
日

）

特
別

補
講

-
1
3

５
　

年

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅰ

模
試

復
習

 模
試

（
予

備
日

）

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

９ 月

大
学

院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

2
0

火
早

期
体

験
学

習
振

り
返

り
高

齢
者

福
祉

施
設

 実
習

事
後

学
習

臨
床

学
習

（
選

択
科

目
）

講
義

（
予

定
）

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ａ

薬
学

実
習

２

薬
学

実
習

２

薬
学

統
合

演
習

１

演
習

 薬
学

統
合

演
習

１
　

予
備

日

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

薬
学

共
用

試
験

　
C

B
T
体

験
受

験

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅰ
卒

論
実

習
（
Ａ

組
）

薬
学

統
合

演
習

１

薬
学

統
合

演
習

１

− 44 −



2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
土

土
④

2
日

3
月

月
②

月
②

演
習

２
-
３

月
②

演
習

２
-
５

基
礎

１
、

２
 ⑤

演
習

薬
学

最
前

線
（
A

組
）

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
6

特
別

補
講

-
2
1

月
④

4
火

火
②

火
②

語
学

演
習

１
 １

組
 ⑥

火
②

生
薬

学
・
天

然
物

化
学

③
演

習
（
自

学
自

習
）

基
礎

１
、

２
 ⑥

演
習

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
7

特
別

補
講

-
2
2

火
⑤

5
水

水
③

選
択

科
目

④
水

③
選

択
科

目
④

1
組

:薬
草

園
見

学
2
組

:病
態

・
薬

理
学

５
③

④
1
組

:薬
草

園
見

学
2
組

:演
習

（
自

学
自

習
）

基
礎

１
、

２
 ⑦

演
習

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
8

特
別

補
講

-
2
3

水
⑤

6
木

木
③

木
③

語
学

演
習

１
２

組
 ⑥

木
③

語
学

演
習

２
１

組
 ⑤

基
礎

１
、

２
 ⑧

演
習

薬
学

総
合

講
義

4
-
1
9

特
別

補
講

-
2
4

木
⑤

7
金

金
②

金
②

演
習

２
-
４

金
②

医
療

コ
ミ

ュ
２

-
②

演
習

基
礎

１
、

２
予

備
日

演
習

薬
学

総
合

講
義

4
-
2
0

特
別

補
講

-
2
5

金
④

8
土

総
合

型
選

抜
Ⅰ

期
（
仮

）

9
日

総
合

型
選

抜
Ⅰ

期
（
仮

）

1
0

月
ス

ポ
ー

ツ
の

日

1
1

火
火

③
薬

学
実

習
２

火
③

語
学

演
習

１
１

組
 ⑦

火
③

生
薬

学
・
天

然
物

化
学

③
演

習
（
自

学
自

習
）

薬
学

総
合

講
義

4
-
2
1

特
別

補
講

-
2
6

火
⑥

1
2

水
水

④
選

択
科

目
⑤

水
④

選
択

科
目

⑤
1
組

:病
態

・
薬

理
学

５
③

④
2
組

:薬
草

園
見

学
1
組

:演
習

（
自

学
自

習
）

2
組

:薬
草

園
見

学
薬

学
演

習
⑥

薬
学

統
合

演
習

１
薬

学
統

合
演

習
１

薬
学

総
合

講
義

4
-
2
2

特
別

補
講

-
2
7

水
⑥

1
3

木
木

④
薬

学
実

習
２

予
備

日
木

④
語

学
演

習
１

２
組

 ⑦
木

④
語

学
演

習
２

２
組

 ⑤
薬

学
総

合
講

義
4
-
2
3

特
別

補
講

-
2
8

木
⑥

1
4

金
金

③
休

講
金

③
休

講
金

③
休

講
薬

学
演

習
⑦

薬
学

統
合

演
習

１
演

習
薬

学
総

合
講

義
4
-
2
4

金
⑤

1
5

土

1
6

日

1
7

月
月

③
薬

学
へ

の
招

待
２

②
／

演
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
休

講
休

講
休

講
休

講
薬

学
最

前
線

（
A

組
）

月
⑤

1
8

火
火

④
薬

学
実

習
２

実
習

試
験

火
④

演
習

２
-
５

火
④

語
学

演
習

２
１

組
 ⑥

火
⑦

1
9

水
水

⑤
選

択
科

目
⑥

水
⑤

選
択

科
目

⑥
水

⑤
医

療
コ

ミ
ュ

２
-
③

薬
学

演
習

⑧
薬

学
統

合
演

習
１

薬
学

統
合

演
習

１
水

⑦

2
0

木
木

⑤
演

習
２

-
１

木
⑤

薬
学

実
習

４
ガ

イ
ダ

ン
ス

木
⑤

語
学

演
習

２
２

組
 ⑥

木
⑦

2
1

金
金

④
薬

学
へ

の
招

待
２

③
④

金
④

薬
学

実
習

４
金

④
医

療
コ

ミ
ュ

２
-
④

金
⑥

2
2

土
土

⑤

2
3

日

2
4

月
月

④
演

習
２

-
２

月
③

月
③

演
習

２
-
６

薬
学

演
習

⑨
薬

学
統

合
演

習
１

薬
学

統
合

演
習

１
薬

学
最

前
線

（
A

組
）

月
⑥

2
5

火
火

⑤
確

認
テ

ス
ト

火
⑤

火
⑤

語
学

演
習

２
１

組
 ⑦

火
⑧

2
6

水
水

⑥
選

択
科

目
⑦

水
⑥

選
択

科
目

⑦
水

⑥
演

習
２

-
７

水
⑧

2
7

木
木

⑥
薬

学
実

習
２

実
習

試
験

追
再

試
木

⑥
木

⑥
語

学
演

習
２

２
組

 ⑦
薬

学
統

合
演

習
１

試
験

薬
学

実
習

１
０

-
④

木
⑧

2
8

金
金

⑤
確

認
テ

ス
ト

金
⑤

金
⑤

医
療

コ
ミ

ュ
２

-
⑤

金
⑦

学
位

論
文

要
旨

提
出

締
切

2
9

土
予

備
校

特
別

講
義

③
土

⑥

3
0

日

3
1

月
月

⑤
確

認
テ

ス
ト

月
④

薬
学

実
習

４
月

④
確

認
テ

ス
ト

基
礎

３
、

衛
生

①
薬

学
実

習
１

０
-
⑤

定
期

試
験

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

月
⑦

薬
学

統
合

演
習

１

定
期

試
験

（
基

礎
１

、
２

）
　

予
備

日

薬
学

統
合

演
習

１

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

薬
学

統
合

演
習

１

薬
学

統
合

演
習

１

定
期

試
験

（
基

礎
１

、
２

）
第

3
回

実
務

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス
(事

務
）
(教

員
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

冬
期

補
講

８

薬
学

実
習

２

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B

１
０

月

５
　

年

薬
学

実
習

２

帝
桜

祭
（
仮

）

薬
学

実
習

４

薬
学

実
習

４

大
学

院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

2
0
2
2
年

度
第

３
期

病
院

実
習

（
B

組
）

第
３

期
薬

局
実

習
（
C

組
）

８
/
２

２
（
月

）
～

１
１

/
６

（
日

）

薬
学

総
合

講
義

４
学

力
判

定
試

験
１

（
3
4
5
問

）

学
力

判
定

試
験

１
復

習
学

力
判

定
試

験
１

（
予

備
日

）

冬
期

補
講

１

冬
期

補
講

２

冬
期

補
講

４

冬
期

補
講

５

冬
期

補
講

６

冬
期

補
講

７

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ａ

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定 ４
　

年
６

　
年

第
３

回
C

B
T
摸

試

薬
学

総
合

講
義

４
学

力
判

定
試

験
１

（
3
4
5
問

）

冬
期

補
講

３
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2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
火

火
⑥

確
認

テ
ス

ト
火

⑥
薬

学
実

習
４

火
⑥

基
礎

３
、

衛
生

 ②
薬

学
実

習
１

０
-
⑥

2
水

水
⑦

選
択

科
目

⑧
水

⑦
選

択
科

目
⑧

水
⑦

基
礎

３
、

衛
生

 ③
薬

学
実

習
１

０
-
⑦

3
木

文
化

の
日

4
金

金
⑥

薬
学

へ
の

招
待

２
⑤

/
薬

物
治

療
学

入
門

①
金

⑥
薬

学
実

習
４

金
⑥

確
認

テ
ス

ト
基

礎
３

、
衛

生
④

薬
学

実
習

１
０

-
⑧

金
⑧

5
土

土
⑦

6
日

7
月

月
⑥

薬
学

へ
の

招
待

２
⑥

/
薬

物
治

療
学

入
門

②
月

⑤
薬

学
実

習
４

月
⑤

語
学

演
習

２
１

組
 ⑧

基
礎

３
、

衛
生

 ⑤
薬

学
実

習
１

０
-
⑨

月
⑧

8
火

火
⑦

確
認

テ
ス

ト
火

⑦
月
⑥

火
⑦

確
認

テ
ス

ト
基

礎
３

、
衛

生
 ⑥

演
習

9
水

水
⑧

選
択

科
目

⑨
水

⑧
選

択
科

目
⑨

水
⑧

月
⑥

基
礎

３
、

衛
生

 ⑦
演

習

1
0

木
木

⑦
演

習
２

-
３

木
⑦

薬
学

実
習

４
予

備
日

木
⑦

語
学

演
習

２
２

組
 ⑧

基
礎

３
、

衛
生

 ⑧
演

習
面

接
の

受
け

方
企

業
情

報
交

換
会

面
接

の
受

け
方

企
業

情
報

交
換

会

1
1

金
金

⑦
薬

学
へ

の
招

待
２

⑦
/

薬
物

治
療

学
入

門
③

金
⑦

確
認

テ
ス

ト
金

⑦
医

療
コ

ミ
ュ

２
-
⑥

演
習

基
礎

３
、

衛
生

予
備

日
演

習
企

業
情

報
交

換
会

企
業

情
報

交
換

会

1
2

土
土

⑧

1
3

日

1
4

月
月

⑦
薬

学
へ

の
招

待
２

⑧
/

薬
物

治
療

学
入

門
④

月
⑦

薬
学

実
習

４
実

習
試

験
月

⑦
語

学
演

習
２

演
習

試
験

1
5

火
火

⑧
演

習
２

-
４

火
⑧

確
認

テ
ス

ト
火

⑧
医

療
コ

ミ
ュ

２
-
⑦

薬
物

動
態

制
御

学
⑬

⑭
演

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

(全
体

/
Ａ

・
Ｂ

組
）

学
力

測
定

試
験

見
直

し
ガ

イ
ダ

ン
ス

(全
体

/
C

組
)

学
力

測
定

試
験

見
直

し

1
6

水
水

⑨
選

択
科

目
⑩

水
⑨

選
択

科
目

⑩
水

⑨
医

療
コ

ミ
ュ

２
-
⑧

（
O

S
C

E
）

薬
物

動
態

制
御

学
⑮

⑯
演

習

1
7

木
木

⑧
演

習
２

-
５

木
⑧

木
⑧

薬
学

実
習

７
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
物

動
態

制
御

学
⑰

演
習

1
8

金
金

⑧
薬

学
へ

の
招

待
２

⑨
/

薬
物

治
療

学
入

門
⑤

金
⑧

金
⑧

薬
学

実
習

７
演

習
薬

物
動

態
制

御
学

予
備

日
演

習

1
9

土
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅰ
期

（
仮

）

2
0

日
学

校
推

薦
型

選
抜

Ⅰ
期

（
仮

）

2
1

月
月

⑧
薬

学
へ

の
招

待
２

⑩
/

薬
物

治
療

学
入

門
⑥

月
⑧

薬
学

実
習

４
実

習
試

験
追

再
試

月
⑧

薬
物

動
態

制
御

学
定

期
試

験
２

薬
学

実
習

１
０

-
⑩

薬
学

最
前

線
（
Ｂ

組
）

2
2

火
火

⑨
演

習
２

-
６

火
⑨

確
認

テ
ス

ト
火

⑨
薬

学
演

習
補

充
演

習
薬

学
実

習
１

０
-
⑪

2
3

水
勤

労
感

謝
の

日

2
4

木
木

⑨
演

習
２

-
７

木
⑨

語
学

演
習

１
１

組
 ⑧

木
⑨

薬
物

動
態

制
御

学
定

期
試

験
２

　
予

備
日

薬
学

実
習

１
０

-
⑫

2
5

金
金

⑨
薬

学
へ

の
招

待
２

⑪
/

薬
物

治
療

学
入

門
⑦

金
⑨

語
学

演
習

１
２

組
 ⑧

金
⑨

2
6

土

2
7

日

2
8

月
月

⑨
薬

学
へ

の
招

待
２

⑫
/

薬
物

治
療

学
入

門
⑧

月
⑨

演
習

２
-
６

月
⑨

薬
学

実
習

１
０

総
合

実
習

１
薬

学
実

習
１

０
総

合
実

習
２

薬
学

最
前

線
（
Ｂ

組
）

2
9

火
火

⑩
演

習
２

-
８

火
⑩

語
学

演
習

１
演

習
試

験
火

⑩
薬

学
実

習
１

０
総

合
実

習
３

薬
学

実
習

１
０

総
合

実
習

４
学

位
論

文
要

旨
集

配
布

3
0

水
水

⑩
選

択
科

目
⑪

水
⑩

選
択

科
目

⑪
水

⑩
語

学
演

習
２

演
習

試
験

追
再

試
薬

学
実

習
１

０
総

合
実

習
５

薬
学

実
習

１
０

総
合

実
習

６

薬
学

実
習

７

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ｃ

組
）

冬
期

補
講

１
２

冬
期

補
講

２
４

確
認

テ
ス

ト

薬
学

実
習

７

冬
期

補
講

２
０

学
力

測
定

試
験

 見
直

し

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

薬
学

実
習

７

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

学
力

測
定

試
験

 見
直

し

医
療

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
４

（
Ｃ

組
）

定
期

試
験

（
基

礎
３

、
衛

生
）

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C

2
0
2
2
年

度
第

４
期

病
院

実
習

（
C

組
）

１
１

/
２

１
（
月

）
～

２
/
１

２
（
日

）

大
学

院

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅱ

冬
期

補
講

２
５

冬
期

補
講

２
６

冬
期

補
講

２
１

卒
論

実
習

（
Ａ

組
）

冬
期

補
講

９

冬
期

補
講

１
０

冬
期

補
講

１
６

冬
期

補
講

１
４

冬
期

補
講

１
５

冬
期

補
講

２
２

冬
期

補
講

２
３

冬
期

補
講

１
１

５
　

年
６

　
年

冬
期

補
講

１
８

後
期

科
目

定
期

試
験

冬
期

補
講

１
９

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅱ

冬
期

補
講

１
３

2
0
2
2
年

度
第

３
期

病
院

実
習

（
B

組
）

第
３

期
薬

局
実

習
（
C

組
）

８
/
２

２
（
月

）
～

１
１

/
６

（
日

）
卒

論
実

習
（
Ａ

組
）

学
力

測
定

試
験

学
力

測
定

試
験

学
力

測
定

試
験

 見
直

し

学
力

測
定

試
験

学
力

測
定

試
験

１
１

月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

４
　

年

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

B

ヒ
ュ

ー
マ

ン
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

C

確
認

テ
ス

ト

模
試

復
習

模
試

（
予

備
日

）

学
力

測
定

試
験

 見
直

し

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

第
４

回
C

B
T
摸

試

振
返

り
教

育
（
C

組
）

冬
期

補
講

１
７

− 46 −



2
0
2
2
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
木

木
⑩

演
習

２
-
９

木
⑩

演
習

２
-
７

木
⑩

薬
学

実
習

1
0
　

定
期

試
験

２
第

2
回

O
S
C

E
ガ

イ
ダ

ン
ス

第
４

回
教

務
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
学

実
習

1
0

補
習

2
金

金
⑩

演
習

２
-
１

０
金

⑩
演

習
２

-
８

金
⑩

薬
学

実
習

１
０

総
合

実
習

予
備

日
演

習

3
土

O
S
C

E
準

備

4
日

5
月

月
⑩

B
L
S
予

備
日

月
⑩

語
学

演
習

１
演

習
試

験
追

再
試

月
⑩

薬
学

実
習

７
予

備
日

薬
学

最
前

線
（
Ｂ

組
）

6
火

火
⑪

B
L
S
①

火
⑪

演
習

２
-
９

火
⑪

薬
学

実
習

７
実

習
試

験

7
水

水
⑪

選
択

科
目

⑫
水

⑪
選

択
科

目
⑫

水
⑪

演
習

２
-
８

8
木

木
⑪

B
L
S
②

木
⑪

演
習

２
-
１

０
木

⑪
演

習
２

-
９

9
金

金
⑪

B
L
S
③

金
⑪

演
習

２
-
１

１
金

⑪
演

習
２

-
１

０

1
0

土
総

合
型

選
抜

Ⅱ
期

（
仮

）

1
1

日
学

校
推

薦
型

Ⅱ
期

（
仮

）
総

合
型

選
抜

Ⅱ
期

（
仮

）

1
2

月
月

⑪
B

L
S
④

月
⑪

演
習

２
-
１

２
月

⑪
演

習
２

-
１

１
薬

学
最

前
線

（
Ｂ

組
）

1
3

火
火

⑫
B

L
S
⑤

火
⑫

演
習

２
-
１

３
火

⑫
臨

床
学

習
ま

と
め

1
4

水
水

⑫
選

択
科

目
⑬

水
⑫

選
択

科
目

⑬
水

⑫
演

習
２

-
１

２

1
5

木
木

⑫
B

L
S
⑥

木
⑫

演
習

２
-
１

４
木

⑫
演

習
２

-
１

３

1
6

金
金

⑫
B

L
S
⑦

金
⑫

演
習

２
-
１

５
金

⑫
演

習
２

-
１

４
口

述
発

表
会

1
7

土

1
8

日

1
9

月
月

⑫
ガ

イ
ダ

ン
ス

／
B

L
S
予

備
日

月
⑫

演
習

２
-
１

６
月

⑫
ガ

イ
ダ

ン
ス

C
B

T
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
学

最
前

線
（
Ｂ

組
）

2
0

火

2
1

水
選

択
科

目
⑭

選
択

科
目

⑭

2
2

木

2
3

金

2
4

土

2
5

日

2
6

月

2
7

火

2
8

水

2
9

木

3
0

金

3
1

土

演
習

第
5
回

教
務

ガ
イ

ダ
ン

ス
/

第
4
回

実
務

実
習

ガ
イ

ダ
ン

ス

冬
期

補
講

２
７

冬
期

補
講

３
５

冬
期

補
講

３
７

冬
期

補
講

３
８

冬
期

補
講

３
４

大
学

院
５

　
年

冬
期

補
講

２
８

2
0
2
2
年

度
第

４
期

病
院

実
習

（
C

組
）

１
１

/
２

１
（
月

）
～

２
/
１

２
（
日

）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

薬
学

総
合

講
義

４
学

力
判

定
試

験
２

（
3
4
5
問

）

６
　

年

薬
学

総
合

講
義

４
学

力
判

定
試

験
２

（
3
4
5
問

）

冬
期

補
講

２
９

冬
期

補
講

３
０

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

冬
期

補
講

３
９

学
力

判
定

試
験

２
復

習
学

力
判

定
試

験
２

（
予

備
日

）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

冬
期

補
講

３
１

１
２

月

日
曜

冬
期

補
講

３
２

共
　

通
１

　
年

２
　

年

後
期

追
再

試
験

薬
学

演
習

⑩
～

⑫

演
習

演
習

共
用

試
験

C
B

T
本

試
験

共
用

試
験

O
S
C

E
本

試
験

後
期

追
再

試
験

薬
物

動
態

制
御

学
追

再
試

験

O
S
C

E
予

備
日

後
期

科
目

補
講

期
間

後
期

科
目

補
講

期
間

冬
期

補
講

３
６

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

冬
期

補
講

３
３

共
用

試
験

C
B

T
本

試
験

後
期

追
再

試
験

予
備

日

４
　

年

後
期

科
目

補
講

期
間

薬
学

実
習

７

演
習

演
習

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

３
　

年

冬
期

休
業

開
始

冬
期

補
講

４
０
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2
0
2
3
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
日

2
月

3
火

4
水

選
択

科
目

⑮
選

択
科

目
⑮

5
木

6
金

定
期

試
験

定
期

試
験

定
期

試
験

定
期

試
験

定
期

試
験

定
期

試
験

学
位

審
査

関
係

書
類

提
出

締
切

7
土

定
期

試
験

8
日

9
月

成
人

の
日

1
0

火
定

期
試

験
（
Ｂ

組
）

1
1

水
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
（
予

備
日

）

1
2

木
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

1
3

金
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験

1
4

土
定

期
試

験
（
予

備
日

）
定

期
試

験
（
予

備
日

）
定

期
試

験
（
予

備
日

）
学

外
補

講

1
5

日

1
6

月
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
定

期
試

験
学

外
補

講

1
7

火

1
8

水

1
9

木

2
0

金
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

2
1

土
総

合
評

価
試

験
（
予

備
日

）
総

合
評

価
試

験
（
予

備
日

）
総

合
評

価
試

験
（
予

備
日

）

2
2

日

2
3

月

2
4

火

2
5

水

2
6

木
医

学
部

一
次

入
試

（
仮

）

2
7

金
医

学
部

一
次

入
試

（
仮

）

2
8

土
医

学
部

一
次

入
試

（
仮

）

2
9

日

3
0

月
一

般
選

抜
Ⅰ

期
（
仮

）

3
1

火
一

般
選

抜
Ⅰ

期
（
仮

）

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

直
前

補
講

２

卒
論

実
習

／
認

定
試

験
直

前
補

講
３

合
宿

ガ
イ

ダ
ン

ス

卒
論

実
習

４
　

年

定
期

試
験

（
予

備
日

）

薬
学

総
合

講
義

４
定

期
試

験
（
3
4
5
問

）

直
前

補
講

１

認
定

試
験

薬
学

統
合

演
習

１
　

予
備

日

薬
学

統
合

演
習

１
直

前
補

講
６

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅲ

薬
学

共
用

試
験

C
B

T
本

試
験

予
備

日

合
宿

大
学

院

実
務

実
習

2
0
2
2
年

度
第

４
期

病
院

実
習

（
C

組
）

１
１

/
２

１
（
月

）
～

２
/
１

２
（
日

）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

補
講

質
問

対
応

１
前

期
科

目
再

試
験

直
前

補
講

５

補
講

質
問

対
応

５

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

直
前

補
講

７

補
講

質
問

対
応

４

補
講

質
問

対
応

２

１ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

全
国

統
一

模
擬

試
験

Ⅲ

６
　

年

直
前

補
講

８
前

期
科

目
再

試
験

総
合

評
価

試
験

総
合

評
価

試
験

卒
論

実
習

／
認

定
試

験

薬
学

総
合

講
義

４
定

期
試

験
（
3
4
5
問

）
再

々
試

験

定
期

試
験

復
習

定
期

試
験

（
予

備
日

）

直
前

補
講

４

認
定

試
験

（
予

備
日

）

総
合

評
価

試
験

卒
論

実
習

／
認

定
試

験

定
期

試
験

（
予

備
日

）
定

期
試

験
（
予

備
日

）

卒
論

実
習

／
認

定
試

験

５
　

年

卒
論

実
習

補
講

質
問

対
応

３

卒
論

実
習

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

− 48 −



2
0
2
3
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

1
水

一
般

選
抜

Ⅰ
期

（
仮

）

2
木

3
金

4
土

5
日

6
月

医
学

部
二

次
入

試
（
仮

）

7
火

医
学

部
二

次
入

試
（
仮

）

8
水

後
期

科
目

追
再

試
験

後
期

科
目

追
再

試
験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

9
木

後
期

科
目

追
再

試
験

後
期

科
目

追
再

試
験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

1
0

金
後

期
科

目
追

再
試

験
後

期
科

目
追

再
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験
直

前
補

講
１

３
国

試
ガ

イ
ダ

ン
ス

1
1

土
建

国
記

念
日

1
2

日

1
3

月
後

期
科

目
追

再
試

験
後

期
科

目
追

再
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

1
4

火
後

期
科

目
追

再
試

験
後

期
科

目
追

再
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

1
5

水
後

期
科

目
追

再
試

験
後

期
科

目
追

再
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

後
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験

1
6

木
後

期
科

目
追

再
試

験
前

期
科

目
追

再
試

験
（
予

備
日

）

1
7

金
共

通
テ

ス
ト

二
次

（
仮

）

1
8

土
第

1
0
8
回

国
家

試
験

（
仮

）

1
9

日
第

1
0
8
回

国
家

試
験

（
仮

）
休

暇
（
B

組
・
Ｃ

組
）

2
/
2
6
（
日

）
ま

で

2
0

月
総

合
評

価
試

験
追

再
試

総
合

評
価

試
験

追
再

試

2
1

火
一

般
選

抜
Ⅱ

期
（
仮

）

2
2

水
一

般
選

抜
Ⅱ

期
（
仮

）

2
3

木
一

般
選

抜
Ⅱ

期
（
仮

）
天

皇
誕

生
日

2
4

金
総

合
評

価
試

験
追

再
試

2
5

土
O

S
C

E
追

再
試

験

2
6

日
こ

こ
ま

で
休

暇
（
B

組
・
Ｃ

組
）

2
7

月
卒

論
実

習
開

始
（
B

組
・
C

組
）

2
8

火
C

B
T
追

再
試

験
卒

論
実

習
（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）卒

論
実

習

大
学

院

休
暇

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
）

薬
学

総
合

講
義

４
追

再
試

験
（
3
4
5
問

）

直
前

補
講

１
１

直
前

補
講

１
２

直
前

補
講

９

第
1
0
8
回

国
家

試
験

（
仮

）

2
0
2
3
年

度
第

１
期

薬
局

実
習

（
A

組
）

２
/
２

０
（
月

）
～

５
/
７

（
日

）

国
家

試
験

報
告

会

成
果

発
表

会
準

備
/
ガ

イ
ダ

ン
ス

実
習

成
果

発
表

会
（
終

日
）

成
果

発
表

会
/
卒

論
実

習

卒
論

実
習

（
Ａ

組
・
Ｂ

組
） 実

習
成

果
発

表
会

（
終

日
）2
0
2
2
年

度
第

４
期

病
院

実
習

（
C

組
）

１
１

/
２

１
（
月

）
～

２
/
１

２
（
日

）

補
講

質
問

対
応

６

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

４
　

年

卒
論

実
習

薬
学

総
合

講
義

４
追

再
試

験
（
3
4
5
問

）

追
再

試
験

（
予

備
日

）

直
前

補
講

１
０

卒
論

実
習

新
5
年

生
ガ

イ
ダ

ン
ス

２ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

総
合

評
価

試
験

追
再

試
 （
予

備
日

）
総

合
評

価
試

験
追

再
試

 （
予

備
日

）

前
期

科
目

追
再

試
験

/
認

定
試

験
（
予

備
日

）
前

期
科

目
追

再
試

験
/
認

定
試

験
（
予

備
日

）

総
合

評
価

試
験

追
再

試
 （
予

備
日

）

直
前

教
育

（
A

組
）

卒
論

実
習

（
B

・
C

組
）

健
康

食
品

/
実

務
実

習
振

り
返

り

第
1
0
8
回

国
家

試
験

（
仮

）

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

６
　

年
５

　
年
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2
0
2
3
年

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

学
内

 （
午

前
・
午

後
）

実
務

実
習

午
前

午
後

1
水

2
木

3
金

4
土

一
般

選
抜

Ⅲ
期

（
仮

）

5
日

一
般

選
抜

Ⅲ
期

（
仮

）

6
月

7
火

8
水

9
木

C
B

T
追

再
試

験
予

備
日

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

1
0

金
卒

論
実

習
（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

1
1

土
O

S
C

E
追

再
試

験
予

備
日

1
2

日

1
3

月

1
4

火

1
5

水

1
6

木

1
7

金
卒

業
式

1
8

土
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

（
仮

）

1
9

日

2
0

月
こ

の
頃

、
第

１
０

８
回

国
家

試
験

合
格

発
表

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

2
1

火
春

分
の

日

2
2

水

2
3

木

2
4

金

2
5

土

2
6

日

2
7

月

2
8

火

2
9

水

3
0

木

3
1

金

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

卒
論

実
習

（
Ｂ

組
・
Ｃ

組
）

2
0
2
3
年

度
第

１
期

薬
局

実
習

（
A

組
）

２
/
２

０
（
月

）
～

５
/
７

（
日

）

大
学

院

午
前

午
後

４
　

年
５

　
年

薬
剤

師
国

家
試

験
　

解
説

・
演

習
補

講
　

①

薬
剤

師
国

家
試

験
　

解
説

・
演

習
補

講
　

③

薬
剤

師
国

家
試

験
　

解
説

・
演

習
補

講
　

④

薬
剤

師
国

家
試

験
　

解
説

・
演

習
補

講
　

⑤

薬
剤

師
国

家
試

験
　

解
説

・
演

習
補

講
　

②

薬
学

最
前

線
　

追
・
再

試
験

新
６

年
生

ガ
イ

ダ
ン

ス
/
病

院
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

薬
学

統
合

演
習

２
卒

論
実

習

薬
学

統
合

演
習

２
卒

論
実

習

第
1
0
8
回

薬
剤

師
国

家
試

験
　

体
験

受
験

３ 月

日
曜

共
　

通
１

　
年

２
　

年
３

　
年

２
０

２
２

年
度

　
行

事
予

定

６
　

年
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【オフィスアワー制度について】

講座名 研究室名 場所 オフィスアワー

楯　　直子 教授
火曜日　12：15～13：00、木曜日　16：00～17：00
その他在室中は随時対応致します

伊藤　弦太 講師
月曜日　12：30～13：30、水曜日　13：00～14：00
実習後30分間、その他在室中は随時対応します

村田　拓哉 助教 火曜日　13～15時

岸本　泰司 教授 講義後および水曜日　13時～18時、その他在室中は随時対応

今野　裕史 助教 講義または実習後随時

奥　　直人 教授 講義または実習後30分間

安田　　誠 講師
月・木曜日　16～18時、その他在室中は随時対応します
電子メールでも受付　myasuda@pharm.teikyo-u.ac.jp

山岡　法子 准教授
月・水曜日　16～17時
講義終了後、また、LMSメッセージと電子メールでも受付
n.yam@pharm.teikyo-u.ac.jp

三枝　大輔 准教授 講義または実習後30分間

福内　友子 講師
講義日　12：15～13：00、
何か相談、質問等があれば随時対応します

杉山　　亨 准教授 金曜日　14～16時

森谷　俊介 助教 講義または実習後30分間

忍足　鉄太 教授

講義後及び
月曜日・木曜日・金曜日、15時〜16時
月曜日　17～18時
（但し、実習や会議、出張で不在の場合もあります。）

田畑　英嗣 准教授
講義終了後、45分以内、
講義室または研究室（10階1014）で対応

髙橋　由佳 助教 講義または実習後30分間

橘髙　敦史 教授 火曜日　14～15時、金曜日　14～15時

髙野　真史 講師 月曜日　14～16時

川越　文裕 助教 講義または実習後30分間

本間　光一 教授 講義終了後12：15～12：45、火曜日　16：30～17：30

青木　直哉 准教授
講義終了後、
火曜日・金曜日　12：15～13：05、
水曜日　13：00～14：00

森　　千紘 助教
講義または実習後30分間
火曜日午後４時半～５時半

山口　真二 教授 講義終了後、木曜日　16時～17時

根岸　文子 准教授
講義の日　15～16時
何か相談、質問等があれば随時対応します

藤田　俊之 助教 講義または実習後30分間

生命
薬学

病態分子生物学 大学棟本館9階

基礎生物学

2022年度 帝京大学薬学部教員組織・オフィスアワー制度について

　本学には、オフィスアワー制度が設けられています。オフィスアワーとは、教員が学生の皆さんの授業履修・学業成績あるいは学生生活につ
いての相談を受けながら、コミュニケーションを深め、アドバイスすることによって、より良い大学生活を送ってもらうために設けられた、授
業以外の時間のことをいいます。
　相談時間については、下記のとおりです。該当する時間であっても、出張や会議等の理由から教員が不在となる場合があります。
　非非常常勤勤教教員員はは講講義義日日以以外外はは在在席席ししてておおりりまませせんん。。注注意意ししてて下下ささいい。。

2022年度　 帝京大学薬学部教員組織・薬学部オフィスアワー表

教員名

医薬
化学

生体分子化学 大学棟本館10階

物理化学 大学棟本館10階

医薬品分析学 大学棟本館10階

臨床分析学 大学棟本館10階

創薬化学 大学棟本館10階

代謝化学 大学棟本館10階

薬化学

大学棟本館9階

大学棟本館10階

− 126 −



講座名 研究室名 場所 オフィスアワー教員名

山本　秀樹 教授
大学棟本館9階 山本　秀樹 教授
講義または実習後30分間
その他の日時は、e-mailにて連絡下さい。

下山　多映 助教 水曜日　13～15時　その他在室中は随時対応します

岩井　裕美 助手 講義または実習後30分間

山下　　純 教授 講義日、月・木曜日　15～18時

佐々木　洋子 講師
講義日（木曜日）12:15 ～13:00、
電子メール (ynsasaki@pharm.teikyo-u.ac.jp) やLMSのメッ
セージでも受付けます。

松本　直樹 助教 月曜日　12～13時

荒田　洋一郎 教授
木曜日　12：15～13：00
その他在室中は随時対応します

岡　　沙織 准教授
水曜日　12：15～13：00
その他在室中は随時対応します

田村　真由美 助教
水曜日　12：15～13：00
その他在室中は随時対応します

鈴木　俊英 教授 火曜日　14～16時

北　加代子 准教授 金曜日　14～16時

本間　太郎 講師
火曜日　14～16時
電子メールでも受付　thonma@pharm.teikyo-u.ac.jp

唐澤　　健 教授
水・金曜日　12：15～13：05　801へ来て下さい。それ以外
の曜日、時間も在室中であればできるかぎり対応します。

谷川　和也 助教
水曜日　15～18時
電子メールで予め連絡下さい
tanigawa@pharm.teikyo-u.ac.jp

宮田　佳樹 准教授
月・木曜日　13～15時
その他、在室中は随時対応します。

日下部　吉男 講師 講義または実習後随時

横山　和明 教授 講義日または火・木曜日　12：15～13：05

濱　弘太郎 准教授 講義日の12:30〜13:00、実習後30分間

藤原　優子 講師 講義または実習後30分間。その他、在室中は出来る限り対応

厚味　厳一 教授
講義や実習後の1時間。ただし、在室中はできる限り対応し
ます。各講義の質問用メールアドレスへの連絡に対しても対
応します。

石橋　賢一 助教
講義または実習後30分間、
在室中は出来る限り対応します。

鈴木　　亮 教授 金曜日　12：15～13：15、在室中は出来る限り対応

小俣　大樹 講師 金曜日　12：15～13：15、在室中は出来る限り対応

宗像　理紗 助教 火曜日　13：00～14：00、在室中は出来る限り対応

久保　義行 教授 水曜日　13時～16時、または在室中

黒澤　俊樹 助教 月・火曜日　12時半～14時、または在室中

大藏　直樹 准教授
在室中は出来る限り対応します
水曜日　13：15～17：00
金曜日　13：15～15：00

鎌田　理代 講師
金曜日　13～15時
このほか在室時は随時対応します

生命
薬学

生物化学 大学棟本館9階

衛生化学 大学棟本館9階

毒性学 大学棟本館9階

大学棟本館8階

生体防御学 大学棟本館8階

医療
薬学

分子薬剤学 大学棟本館8階

薬物治療学 大学棟本館8階

物理薬剤学 大学棟本館8階

病態生理学 大学棟本館8階

薬物送達学 大学棟本館8階

薬物動態学

環境衛生学 大学棟本館9階
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講座名 研究室名 場所 オフィスアワー教員名

小野　景義 教授 水曜日　13～15時

鈴木　重人 助手 講義または実習後30分間

坂本　謙司 教授

水曜日　12時30分〜14時
なお，在室中は可能な限り対応します
あらかじめ電子メール（sakamoto@pharm.teikyo-u.ac.jp）
で連絡してもらえると確実です
また，電子メールでの質問も受け付けます

上園　　崇 准教授 月曜日　13～14時、15～16時、水曜日　13～14時

森　　麻美 講師 講義または実習後30分間

細山田　真 教授 前期月曜日・後期水曜日　12:30～13:50　研究室

道志　　勝 講師
月～金曜日　15～17時
何か相談、質問等があれば随時受付ます

黄倉　　崇 教授
金曜日　12：15～13：15
講義室または720で受付ます

中谷　絵理子 助教 講義または実習後30分間

赤下　　学 助教 講義または実習後30分間

渡邊　真知子 教授 火曜日　12：15～14：00

板垣　文雄 教授
木曜日 13：00～14：00
その他在室中は随時対応します

前島　多絵 助教
火・金曜日　12：15～13：15
その他在室中は随時対応します

永島　一輝 助教
講義または実習後30分間
電子メールでも受付(nagakazu@pharm.teikyo-u.ac.jp)

安野　伸浩 教授 講義または実習後30分間、火曜日12：00～13：00

河村　剛至 准教授
講義または実習後30分間、水曜日17：00～18：00、
金曜日12：15～17：00

渡部　多真紀 准教授
月・水曜日 12：15～13：30
上記以外、在室中は随時対応します
電子メールでも受付(tamaki-w@med.teikyo-u.ac.jp)

奥平　倫世 助教
月・水・金曜日 13：00～14：00
上記以外、在室中は随時対応します

安原　眞人 教授
月・火曜日　12：15～13：15
木曜日　14：00～17：00

安藤　崇仁 講師 講義または実習後30分間

地域医療薬学 大学棟本館9階

臨床
薬学

薬効解析学 大学棟本館7階

医薬品作用学 大学棟本館7階

人体機能形態学 大学棟本館7階

製剤学 大学棟本館7階

病院薬学 大学棟本館7階

臨床薬剤学 大学棟本館7階
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講座名 研究室名 場所 オフィスアワー教員名

小野　景義 教授 水曜日　13～15時

鈴木　重人 助手 講義または実習後30分間

坂本　謙司 教授

水曜日　12時30分〜14時
なお，在室中は可能な限り対応します
あらかじめ電子メール（sakamoto@pharm.teikyo-u.ac.jp）
で連絡してもらえると確実です
また，電子メールでの質問も受け付けます

上園　　崇 准教授 月曜日　13～14時、15～16時、水曜日　13～14時

森　　麻美 講師 講義または実習後30分間

細山田　真 教授 前期月曜日・後期水曜日　12:30～13:50　研究室

道志　　勝 講師
月～金曜日　15～17時
何か相談、質問等があれば随時受付ます

黄倉　　崇 教授
金曜日　12：15～13：15
講義室または720で受付ます

中谷　絵理子 助教 講義または実習後30分間

赤下　　学 助教 講義または実習後30分間

渡邊　真知子 教授 火曜日　12：15～14：00

板垣　文雄 教授
木曜日 13：00～14：00
その他在室中は随時対応します

前島　多絵 助教
火・金曜日　12：15～13：15
その他在室中は随時対応します

永島　一輝 助教
講義または実習後30分間
電子メールでも受付(nagakazu@pharm.teikyo-u.ac.jp)

安野　伸浩 教授 講義または実習後30分間、火曜日12：00～13：00

河村　剛至 准教授
講義または実習後30分間、水曜日17：00～18：00、
金曜日12：15～17：00

渡部　多真紀 准教授
月・水曜日 12：15～13：30
上記以外、在室中は随時対応します
電子メールでも受付(tamaki-w@med.teikyo-u.ac.jp)

奥平　倫世 助教
月・水・金曜日 13：00～14：00
上記以外、在室中は随時対応します

安原　眞人 教授
月・火曜日　12：15～13：15
木曜日　14：00～17：00

安藤　崇仁 講師 講義または実習後30分間

地域医療薬学 大学棟本館9階

臨床
薬学

薬効解析学 大学棟本館7階

医薬品作用学 大学棟本館7階

人体機能形態学 大学棟本館7階

製剤学 大学棟本館7階

病院薬学 大学棟本館7階

臨床薬剤学 大学棟本館7階

講座名 研究室名 場所 オフィスアワー教員名

渡辺　茂和 教授
月・木曜日　16～17時
金曜日　17：00～17：30
その他、メールでも受付

下平　秀夫 教授 水曜日　17：00～17：30

久保田　篤司 准教授 講義または実習後30分間

丸山　桂司 准教授
講義または実習後30分間
その他在室中は随時対応します

村上　　勲 講師
講義・演習・実習後30分間
その他在室中は随時対応します

新井　　亘 講師 講義または実習後30分間

寺山　和利 助教 木曜　15:00～16:00

土屋　裕伴 助教 講義または実習後30分間

中村　英里 助手 講義または実習後30分間

中村　康宏 助手 講義または実習後30分間

馬渡　健一 教授 火曜日　14～17時(10F 医薬品分析学研究室)

川﨑　 茜 助教 講義または実習後30分間

野呂瀬　崇彦 教授

平日　12：15～13：00
上記のほか、在室中は随時対応します
※会議や出張等で不在の場合もあります。メール
（norose.takahiko.ie@teikyo-u.ac.jp）での対応、面談予
約も受け付けます。

岩澤　晴代 講師
木曜日　13時～18時
上記のほか、在室中は随時対応します

長田　洋一 助教 木曜日　13～15時

阿部　真也 助教 講義または実習後30分間

飯島　亮介 准教授
講義日の13～15時
在室中は随時対応します

原田　史子 講師

前期：金曜日 12:30～15:00  後期：木曜日 12:30～15:00
（出張や会議などで不在の場合もあります）
そのほか在室時は可能な限り随時対応します。
LMSのコース内メッセージでも受け付けます。

木内　茂樹 助教 講義または実習後30分間

大学棟2号館1階

大学棟本館4階

大学棟本館4階

大学棟本館7階

薬学教育推進
センター

基礎実習ユニット

就学支援ユニット

臨床実習ユニット

学習推進ユニット
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所属 場所 担当科目 配当年次 オフィスアワー

医学部 救急医学講座 附属病院 金子　一郎 教授 薬学への招待２ １年 講義終了後随時。

薬学への招待２ １年

薬学実習８ ４年

医学部
ちば地域医療ｾﾝﾀｰ

ちば総合医療ｾﾝﾀｰ 井上　和男 教授 地域医療論 ４年 講義終了後随時。

地域医療論 ４年

薬学統合演習１ ４年

非常勤 高田　智生 非常勤 地域医療論 ４年 講義終了後随時。

非常勤 川名　三知代 非常勤 地域医療論 ４年 講義終了後随時。

非常勤 新井田　純坪 非常勤 地域医療論 ４年 講義終了後随時。

非常勤 赤羽根　秀宜 非常勤 薬事関係法規・制度 ４年 講義終了後随時。

非常勤 高橋　秀依 非常勤 薬学最前線 ５年 講義終了後随時。

非常勤 小嶌　隆史 非常勤 薬学最前線 ５年 講義終了後随時。

非常勤 永田　泰造 客員教授 薬学総合講義３ ６年 講義終了後随時。

非常勤 熊谷　俊高 非常勤 情報リテラシー １年 講義終了後随時。

薬学数学１

薬学数学２

大学棟本館6階 大滝　恭弘 教授 医療社会学 １年

水曜日 17：00－18：00　業務等の都合で
離席または日程を変更する場合あり
大学棟本館6階611教員室内
医療共通教育研究センター

非常勤 秦　奈峰子 非常勤 医療社会学 １年 講義終了後随時。

大学棟本館6階 山村　朋子 講師 英語 １年 講義終了後随時。

非常勤 松原　惠み 非常勤 英語 １年 講義終了後随時。

非常勤 西本　公一 非常勤 英語 １年 講義終了後随時。

非常勤 牛島　光一 非常勤 英語 １年 講義終了後随時。

非常勤 井手口　直子 非常勤 ヒューマンコミュニケーション １年 講義終了後随時。

大学棟本館地下2階
中央RI教育・研究施設

藤井　智彦 講師 薬学実習９ ４年 講義終了後随時。

大学棟本館地下2階
中央RI教育・研究施設

三本　拓也 助教 薬学実習９ ４年 講義終了後随時。

火曜日 11：00－12：00 業務等の都合で
離席または日程を変更する場合あり

中央RI教育・研究施設

薬学部

非常勤 孫　 尚孝 非常勤 講義終了後随時。

医療共通教育
研究センター

大学棟本館3階
物理学実験室

藤代　尚文 講師 １年

2022年度　 オフィスアワー表（薬学部専任教員以外）

教員名

国際教育研究所 附属病院 竹内　保男 講師 講義終了後随時。
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所属 選択科目名 オフィスアワー

大久保　由美子 教授 医療界のワーク・ライフ学 講義終了後随時。

チーム医療論

地域健康管理学入門

青山　晃治 教授 新薬発見のケーススタディー 水・木・金　17時～18時

田村　淳 准教授 新薬発見のケーススタディー 講義終了後随時。

松村　暢子 助教 新薬発見のケーススタディー 水　16：30～17：30

木下　千智 助教 新薬発見のケーススタディー 水　12時～13時

田中　啓雄 助教 新薬発見のケーススタディー 講義終了後随時。

鈴木　利宙 助教 新薬発見のケーススタディー 講義終了後随時。

医学部 生化学講座 安達　三美 教授 医療界のワーク・ライフ学 講義終了後随時。

医学部救急医学講座 神田　  潤 助教 チーム医療論 講義終了後随時。

医学部公衆衛生学講座 菊谷　昌浩 教授 災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

楯　  直子 教授 チーム医療論
火曜日　12：15～13：00、木曜日　16：00～17：00
在室時は可能な限り、随時対応致します

安野　伸浩 教授 チーム医療論 講義または実習後30分間

山本　秀樹 教授 災害からの復活と公衆衛生
大学棟本館9階 山本　秀樹 教授
講義または実習後30分間
その他の日時は、e-mailにて連絡下さい。

鈴木　  亮 教授 夢の薬物送達学システム（DDS） 講義または実習後30分間。在室中は出来る限り対応

村上　  勲 講師 チーム医療論
講義・演習・実習後30分間
その他在室中は随時対応します

藤原　優子 講師 医療界のワーク・ライフ学 講義または実習後30分間

チーム医療論

医療界のワーク・ライフ学

森川　  馨 客員教授 医療数理科学入門 講義終了後随時。

丸山　一雄 特任教授 夢の薬物送達学システム（DDS） 講義終了後随時。

木田　淳子 非常勤 コンタクトレンズの基礎 講義終了後随時。

佐々木　翔 講師 コンタクトレンズの基礎 講義終了後随時。

臼井　千惠 教授 医療界のワーク・ライフ学 講義終了後随時。

医療技術学部
看護学科

上野　公子 教授 チーム医療論 講義終了後随時。

大谷　浩樹 教授 医療界のワーク・ライフ学 講義終了後随時。

菱木　 清 准教授 チーム医療論 講義終了後随時。

生天目　禎子 助教 チーム医療論 講義終了後随時。

橋本　章子 非常勤 ヘルス・コミュニケーション 講義終了後随時。

医療技術学部
診療放射線学科

医療技術学部
臨床検査学科

中村　英里 助手 講義または実習後30分間

医療技術学部
視能矯正学科

2022年度　オフィスアワー表（選択科目担当教員）

教員名

渡邊　清高
病院
教授

水曜日　17時－18時
ただし、出張や会議のため不在の場合あり

医学部 内科学講座

医学部 薬理学講座

薬学部
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所属 選択科目名 オフィスアワー教員名

医療医術学部
スポーツ医療学科
救急救命士コース

酒本　瑞姫 講師 医療界のワーク・ライフ学 講義終了後随時。

大胡　惠樹 教授 生命と物質のサイエンス 水曜日　13：00-14：00　大学棟本館6階601－1

基礎医療法学

日本国憲法

医療界のワーク・ライフ学

河内　正治 教授 世界に羽ばたく医療人 講義終了後随時。

イングリッシュ・コミュニケーション

多文化社会論

山村　朋子 講師 アカデミック･イングリッシュ

月曜日・火曜日　16：00－17：00
業務等の都合で離席または日程を変更する場合あり
大学棟本館6階611教員室内医療共通教育研究センター

高柳　妙子 非常勤 ヘルスケアエデュケーション 講義終了後随時。

皆吉　淳平 非常勤 社会と医療 講義終了後随時。

加藤　大裕 非常勤 日本国憲法 講義終了後随時。

西本　公一 非常勤 TOEIC対策英語 講義終了後随時。

惠　  晋一 非常勤 グラフィック基礎 講義終了後随時。

荒木　夕宇子 非常勤 地域健康管理学入門 講義終了後随時。

大塚　良子 非常勤 地域健康管理学入門 講義終了後随時。

松本　聡子 非常勤 地域健康管理学入門 講義終了後随時。

小林　富美恵 非常勤 世界に羽ばたく医療人 講義終了後随時。

中田　善規 教授 地域健康管理学入門
水曜日　15時－16時
ただし、出張や会議の理由で不在の場合あり

松浦　正明 教授 災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

高橋　謙造 教授 災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

崎坂　香屋子 准教授 災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

医療統計学 講義終了後随時。

災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

金森　　悟 講師 医療とボランティア 講義終了後随時。

西原　三佳 講師 医療とボランティア 講義終了後随時。

加藤　美生 助教 災害からの復活と公衆衛生 講義終了後随時。

経済学部
（八王子キャンパス）

岩崎　　淳 教授 医療経済学 講義終了後随時。

医療心理学

臨床心理学

田代　信久帝京平成大学 講義終了後随時。

大滝　恭弘 教授
水曜日 17：00－18：00
業務等の都合で離席または日程を変更する場合あり
大学棟本館6階611教員室内医療共通教育研究センター

准教授

木曜日　14：00－16：00業務等の都合で離席または日程
を変更する場合あり

齋藤　智恵 准教授

鈴木　明日香 講師

医療共通教育
研究センター

公衆衛生学研究科
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シラバス（講義概要）は、Web にて確認してください。 

https://www.e-campus.gr.jp/syllabus/current/ph 

 




